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敬
虔
に
斎
戒
し
て
疫
病
を
終
息
さ
せ
る

●
表
見
返
し　
文
・
證
厳
法
師　

訳
・
済
運　

撮
影
・
黄
筱
哲

疾
病
が
癒
え
る
の
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

至
誠
以
外
に
妙
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
か
ら
斎
戒
し
て
初
め
て
疫
病
を
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

真
心
か
ら
の
願
で
幸
福
と
平
安
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
１
９
）
が
昨
年
暮
れ
に
出
現
し
て
か
ら
、

現
在
ま
で
四
カ
月
余
り
が
経
つ
が
、
感
染
は
既
に
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。
百
万
人

以
上
が
感
染
し
、
数
万
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
事
態
の
中
で
、
人
と
人
の
関

係
に
微
妙
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

疫
学
者
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
ま
ま
感
染
が
急
速
に
拡

散
し
た
現
在
、
防
疫
に
有
効
な
方
法
は
、
人
々
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
で
密
集
を
回
避
す

る
こ
と
し
か
な
い
そ
う
だ
。
具
体
的
に
は
自
宅
待
機
か
ら
市
街
地
の
封
鎖
、
人
と
の
距

離
を
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
空
け
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
感
染
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
台
湾
で
は

四
月
よ
り
こ
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
ま
め
な

手
洗
い
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
公
共
の
場
所
で
人
と
の
距
離
を
空
け
る
こ
と

で
あ
る
。

感
染
者
が
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
医
療
系
統
の
崩
壊
を
防
止
し
つ
つ
ワ
ク
チ
ン

と
特
効
薬
の
開
発
を
待
つ
間
は
、
最
も
人
々
が
不
安
に
感
じ
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
は
常
時
会
っ
た
り
抱
擁
す
る
こ
と
で
感
情
を
表
す
の
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
焦
燥
感
や
不
安
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
別
種
の
危
機
を
は
ら
ん
で
い
る
と

い
え
る
。

医
学
の
研
究
か
ら
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
等
の
経
験
か
ら
伝
染
病
隔
離
者

と
特
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
過
度
な
ス
ト
レ
ス
等
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
時
間
が
伸
び

れ
ば
そ
れ
も
倍
増
し
て
長
期
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
隔
離
者
が
社
会
の
支
持
を

大
い
な
る
教
育

◎
訳
・
慈
願

編
集
者
の
言
葉
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得
ら
れ
る
こ
と
を
含
め
た
有
効
な
防
疫
対
策
と
、
揺
る
ぎ
な
い
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

で
、
「
隔
離
」
が
「
変
則
的
な
懲
罰
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
療
人
類
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ク
レ
イ
マ
ン
は
、
伝
統
な
中
国
人
社
会
を
観
察
し
た
時

の
こ
と
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。
医
師
が
或
る
家
庭
へ
往
診
に
行
く
と
、
そ
こ
に
は
漢
方

薬
を
煎
じ
る
匂
い
が
立
ち
込
め
、
隣
近
所
の
人
々
が
そ
の
来
訪
者
に
協
力
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
全
体
が
「
治
療
空
間
」
に
な
っ
て
い
た
。
人
と
人
が
距
離
を
保
つ
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
今
日
、
人
々
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

本
期
の
主
題
報
道
で
は
欧
米
諸
国
に
焦
点
を
あ
て
、
公
共
衛
生
政
策
及
び
文
化
認
識

が
異
な
る
中
、
元
々
マ
ス
ク
着
用
の
習
慣
が
な
く
、
や
が
て
「
マ
ス
ク
が
買
え
な
い
」

状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
現
地
の
華
僑
系
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
無
用
な
外
出
を
控
え
、
裁
縫
に
慣
れ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
皆
、
布
マ
ス
ク
作
り
に

参
加
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ケ
ア
や
慈
善
機
構
の
必
要
に
応
じ
、
現
地
の
住
民
た
ち

も
地
域
の
お
年
寄
り
た
ち
の
た
め
に
布
マ
ス
ク
作
り
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
完

成
し
た
マ
ス
ク
は
郵
送
さ
れ
た
り
、
屋
外
に
置
い
て
人
々
が
取
り
に
来
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

台
湾
で
は
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
医
療
従
事
者
に
内
容
が
豊
富
な
菜
食
弁
当
を
届

け
る
と
共
に
、
弁
当
箱
の
洗
浄
と
消
毒
も
念
入
り
な
計
画
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
マ
ス
ク
と
手
袋
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
け
、
汗
が
背
中
を
流
れ
て
も
、

奉
仕
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

彼
ら
は
互
い
に
距
離
を
保
つ
と
同
時
に
、
更
に
多
く
の
人
と
繋
が
る
新
方
式
を
創
り

出
し
た
。

證
厳
法
師
は
、
今
回
の
大
災
難
は
大
い
な
る
教
育
で
あ
り
、
改
め
て
人
々
に
尊
重
と

謙
遜
を
学
ば
せ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
「
柔
和
な
労
り
が
お
互
い
の
気
持
ち
に
通
じ
る
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
」
。
（
慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)



厳
し
い
冬
か
ら
間
も
な
く
熱
い
夏
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
一
つ
の
季
節
を
通
し
て
人
々
に
苛
立
ち
を
覚
え
さ
せ
て
来
た
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
一
般

の
人
と
同
じ
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス
か
ら
遠
ざ
か
り
、
家
で
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
ゆ
っ
く
り
流

れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
分
秒
分
か
た
ず
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
中

で
自
分
の
職
責
を
守
り
、
私
た
ち
の
平
安
を
守
っ
て
い
る
。

●
今
年
１
月
２
１
日
に
台
湾
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
４
月
中
旬
ま

で
、
症
例
数
は
合
計
４
０
０
例
を
超
え
た
。
各
医
療

機
関
は
数
カ
月
間
、
重
圧
に
耐
え
て
い
る
。
来
院
者

の
流
れ
は
厳
重
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
少
し
の
油

断
も
許
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
撮
影
・
黄
筱
哲
）

未
だ
収
ま
ら
ず

感
染

第
一
線
で
警
戒
が
続
く

（国民保険カード）

主
題
報
道

2020・79

訳
・
葉
美
娥



訳
・
葉
美
娥

台
湾
全
土
の
在
宅
隔
離
者
（
濃
厚
接
触
者
が
対
象
）
と
自
宅
待
機
者
（
海
外
帰
国
者
が
対
象
）

の
数
は
１
０
万
人
を
超
え
た
。
彼
ら
は
行
動
制
限
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
台
湾
国
民
の
健
康

を
守
っ
て
い
る
。
慈
済
は
そ
の
人
た
ち
に
栄
養
補
給
食
品
等
を
届
け
、
防
疫
中
の
心
と
体
の

健
康
を
心
か
ら
祝
福
し
て
、
長
い
隔
離
期
間
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

２
月
２
５
日
か
ら
４
月
１
７
日
ま
で
に
、
台
湾
全
土
の
１
３
の
県
と
市
の
政
府
に
合
計

「
安
心
祝
福
パ
ッ
ク
」を
自
宅
待
機
者
や
在
宅
隔
離
者
に
届
け
る

４
万
１
千
９
百
個
の
安
心
祝
福
パ
ッ
ク
を
寄
贈
し
た
。

パ
ッ
ク
の
中
に
は
、
證
厳
法
師
の
慰
問
の
手
紙
、
お
湯

で
溶
か
し
て
飲
む
五
穀
パ
ウ
ダ
ー
、
即
席
ご
飯
や
即
席

ラ
ー
メ
ン
、
紅
茶
、
健
康
食
品
、
ミ
ニ
マ
ム
版
静
思
語

な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
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●●

台
湾
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防
疫
へ
の
取
り
組
み



●
高
雄
で
は
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
動
員
し
て
１
万
５
千
個
の
防
護

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
製
作
し
、

近
隣
の
病
院
や
診
療
所
に
寄
贈
す

る
ほ
か
、
各
地
慈
済
病
院
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
も
届
け
た
。

行
動
で
感
謝
を
表
し
、

　
　
　
　

医
療
チ
ー
ム
を
支
援

慈済ものがたり 12
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●
台
湾
中
部
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
防

水
隔
離
衣
を
縫
製
し
て
、
台
中
慈
済
病
院

に
寄
贈
し
た
。

●
台
湾
北
部
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
布

マ
ス
ク
と
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
製

作
し
て
台
北
慈
済
病
院
に
提
供
し
た
。

●
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
林
慈
済
病
院

と
台
北
慈
済
病
院
で
屋
外
の
隔
離
検
査

ブ
ー
ス
の
設
置
を
手
伝
っ
た
。



●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
感
染
を
予
防
す
る
た

め
、
第
一
線
の
警
察
は
勤
務
を
強
化
し
た
。

３
月
、
台
湾
は
海
外
渡
航
に
関
す
る
警
戒
を

「
第
３
段
階
」
に
引
き
上
げ
た
。
国
境
の
防
疫

に
関
わ
る
人
員
の
仕
事
量
は
大
幅
に
増
え
、

防
護
物
資
も
必
要
と
な
っ
た
。
慈
済
は
彼
ら

が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
物

を
寄
贈
し
た
。

●
物
資
の
來
源
‥
国
内
外
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
各
地
で
調
達
し
、
大
愛
感
恩
科
技
公

司
が
開
発
し
た
も
の
。

地
域
か
ら
辺
境
ま
で　

第
一
線
の
人
た
ち
に
防
護
物
資
を
届
け
る

慈済ものがたり 14
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●
物
資
の
内
容
‥
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
医

療
用
と
一
般
用
の
マ
ス
ク
、
隔
離
服
、
防
護
服
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
手
洗
い
ソ
ー
プ
、
手
袋

な
ど
。

●
贈
呈
対
象
‥

海
巡
署
（
海
上
保
安
庁
に
相
当
）
、

移
民
署
（
法
務
省
入
国
管
理
局
に
相
当
）
、

警
政
署
航
警
局
（
警
察
庁
の
国
際
空
港
警
備
隊
に
相
当
）
、

税
関
の
桃
園
空
港
支
部
、

國
道
警
察
署
等
。
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●
慈
済
各
支
部
、
病
院
、
学
校
な
ど
志
業
体
は
、
中
央
感
染

症
指
揮
セ
ン
タ
ー
の
政
策
に
基
づ
き
、
防
疫
作
業
を
着
実
に

行
う
よ
う
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
「
体
温
の
測

定
、
マ
ス
ク
着
用
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
」
の
実
行
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

●
通
常
の
弱
者
家
庭
訪
問
ケ
ア
と
屋
外
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
い
つ

も
の
よ
う
に
行
う
。

●
台
湾
１
６
の
慈
済
拠
点
で
は
、
延
べ
１
万
６
千
人
を
動
員
し
て
、
約
１
７
万
個
の
布
マ
ス
ク

を
至
急
製
作
し
て
、
会
員
や
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
、
小
学
校
、
貧
困
者
な
ど
に
寄
贈
し
た
。

●
「
愛
の
弁
当
を
届
け
る
」
活
動
が
始
ま
り
、
４
月
中
旬
ま
で
に
病
院
や
診
療
所
、
政
府
機
関

及
び
民
間
団
体
な
ど
、
台
湾
全
土
２
８
の
機
関
に
計
１
万
４
千
食
の
菜
食
弁
当
を
寄
贈
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
奉
仕
し
、

誰
も
が
防
疫
に
参
加
し
て
国
を
守
る

●台北内湖区では、一周間継続して医療スタッフに弁当を届けた。毎日

約５０人のボランティアが食材の用意、洗浄、調理、盛り付け、配送を

一手に引き受けていた。

写真‥ボランティアは医療スタッフを応援する心意気で、盛りつけた弁

当を丁寧に発泡スチロールボックスに納めていた。弁当は野菜の色合い

に工夫を凝らすと共に栄養面でも気を配っている。（撮影・黄筱哲）
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愛
の
弁
当
を
届
け
る



●
弁
当
を
食
べ
る
人
を
安
心
さ
せ
る
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

安
全
面
も
考
慮
し
て
、
弁
当
箱
の
回
収
作
業
も
慎
重
に
行
わ
れ

て
い
た
。
回
収
す
る
時
は
箱
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
噴
霧
し
て
か
ら

静
思
堂
に
運
び
、
そ
こ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
洗
っ
た
後
の
弁

当
箱
を
も
う
一
度
ア
ル
コ
ー
ル
で
拭
き
、
再
び
洗
浄
し
て
か
ら

高
温
殺
菌
す
る
こ
と
で
翌
日
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

愛
の
弁
当
を
届
け
る

（
撮
影
・
黄
筱
哲
）

●
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
王
憶
偵
は
、
こ
の

期
間
中
、
皆
と
一
緒
に
毎
日
１
千
個
以
上
の

弁
当
箱
を
洗
っ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
感
謝
の
メ
モ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

る
感
謝
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る
と
、
１
日
の
疲

れ
が
吹
き
飛
び
、
翌
日
ま
た
全
力
で
投
入
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
（
撮
影
・
黄
筱
哲
）

2020・719

（
撮
影
・
蕭
耀
華
）
（
撮
影
・
蕭
耀
華
）（

撮
影
・
黄
筱
哲
）



自
宅
待
機
で

 
 
 
 
 
 
 
 

思
い
が
け
ず 

得
た
も
の

訳
・
庄
司
惠
子

世
界
中
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
花
蓮
の
静
思
精
舎
の

勉
強
会
に
参
加
し
て
い
る
。
（
写
真
提
供
・
易
洪
澤
）

 

花
蓮
本
部
は
、
感
染
予
防
策
に
関
し
て
全
米
の
慈
済
支
部
執
行
長
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

討
論
す
る
準
備
を
し
て
い
た
。
（
撮
影
・
顏
婉
婷
）

百
八
十
以
上
の
国
や
地
域
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
全
世
界
で

四
十
億
人
近
く
が
、
感
染
を
避
け
る
た
め
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

外
出
禁
止
令
の
下
、
以
前
と
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
。

2020・721
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ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
楊
秀
娘
さ
ん
は
、
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
で
菜
食
料
理
の
動
画
を
撮
影
し
て
い
た
。

（
撮
影
・
楊
文
輝
）

ペ
ナ
ン
の
呉
乃
恵
さ
ん
は
、
布
マ
ス
ク
を
作
っ
て
会
員
に
配
っ
て
い
た
。
（
撮
影
・
譚
雪
芬
）

34密
集
せ
ず
、
離
れ
ず
、
怠
け
な
い

「
慈
済
精
進
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
」
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

防
疫
期
間
中
、「
安
全
な
距
離
」
を
守
り
な
が
ら
安
心
し
て
精
進
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
慈
済
は
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
の
内
容
‥
静
思
精
舎
の
朝
の
礼
拝
、
定
期
的
な
法
要
、
多
様

な
精
進
修
養
講
座
。

近
く
の
慈
済
集
会
所
に
行
く
場
合
も
安
全
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
修
行
で
き
る
ほ

か
、「
慈
済
精
進
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
」
通
じ
て
自
宅
で
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
教
の
力
に
よ
り
人
々
の
心
が
落
ち
着
く
こ
と
を
願
い
、
心
か
ら
感
染
症
の
早
期
終

息
を
祈
り
続
け
た
い
。

勉
強
会
参
加
方
法
と
時
間
割
表
は

慈
済
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
ト
へ

●●●
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訳
・
惟
明



2020・725

M
ala ysia

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
最
良
の
準
備
を
す
る

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
例
が
横
ば
い
状
態
か
ら
急
激
に
増
え
た
た

め
、
全
国
の
病
院
は
次
々
と
緊
急
事
態
に
突
入
し
た
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
皆
、
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
て
い
る
が
、
先
ず
直
面
し
た
の
は
防
護
設
備
の
不
足
だ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
善

念
を
結
集
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
拡
散
し
な
い
よ
う
祈
り
を
始
め
て
い
た

が
、
ま
さ
か
ウ
イ
ル
ス
が
徐
々
に
マ
レ
ー
シ
ア

に
近
づ
い
て
き
て
い
た
と
は
誰
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
。
三
月
初
め
、
衛
生
総
指
揮
者
で
あ
る

ヌ
オ
シ
ー
シ
ャ
ン
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
既

に
感
染
症
の
第
二
波
に
入
っ
て
い
る
と
公
表

し
た
。
毎
日
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
凄
ま
じ

い
勢
い
で
増
え
続
け
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
各
地
の

病
院
は
相
次
い
で
緊
急
事
態
に
突
入
し
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
ベ
ス

の
ス
ト
ッ
ク
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
防
護

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
だ
け
は
普
段
使
う
機
会

が
少
な
く
、
争
っ
て
買
う
商
品
で
な
い
た
め
、

メ
ー
カ
ー
は
大
量
に
生
産
し
て
い
な
か
っ
た
。

防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
が
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
？
普
通

は
マ
ス
ク
と
防
護
服
な
ど
と
一
緒
に
使
用
さ

れ
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
粘
液
ま
た
は
体
液
が

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
目
や
鼻
、
口
に
か
か
る
の
を

防
ぐ
か
ら
だ
。
と
り
わ
け
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
鼻

や
喉
か
ら
粘
膜
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
た
り
、

重
症
患
者
に
気
管
挿
入
を
行
う
時
、
フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ル
ド
は
感
染
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
下

げ
て
く
れ
る
。

ト
を
尽
く
し
て
戦
い
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

慈
済
ク
ダ
支
部
の

荘
ジ
ュ
ア
ン

菀
ユ
ア
ン

佳ジ
ア

副
執
行
長
は
、

ク
ダ
州
中
央
病
院
の
腎
臓
専
門
医
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
防
疫
チ
ー
ム
の
対
策
員
で
も
あ

る
。
彼
女
の
任
務
は
医
療
用
品
を
充
分
に
確
保

す
る
こ
と
で
、
そ
の
任
務
で
一
つ
だ
け
要
求
さ

れ
る
の
は
使
命
を
間
違
い
な
く
果
た
す
こ
と
で

あ
る
。

お
金
が
あ
っ
て
も
買
え
な
い　

病
院
で
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
毎
日
使
用
す

る
マ
ス
ク
と
手
袋
を
確
保
す
る
た
め
に
、
適
量

文
・
陳
佳
芮
（
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
心
嫈
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和
さ
れ
た
。

し
か
し
三
月
中
旬
、
政
府
は
行
動
規
制
を
発

令
し
た
。
民
衆
の
行
動
を
制
限
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
感
染
の

拡
大
を
抑
え
る
も
の
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
す

る
と
ク
ダ
州
衛
生
局
の
副
局
長
は
直
ち
に
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
行
許
可
証
を
発
行
し
て
く

め
た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
直
ち
に
動
き
出

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
応
援
し
よ
う
と
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
、
無
色
透
明
な
フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ル
ド
の
製
作
に
取
り
掛
か
っ
た
。

知
ら
せ
が
ク
ダ
中
央
病
院
に
届
く
と
、
医

療
チ
ー
ム
は
喜
び
に
躍
り
上
っ
た
。
荘
医
師

は
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
作
り
方
を
学
ん

だ
後
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
改
良
を
重
ね
た
。
ま
た
防
護
フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
の
品
質
と
衛
生
面
の
向
上
を
考
慮
し

て
、
彼
女
は
慈
済
の
静
思
堂
で
作
業
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
参
加

者
の
数
を
一
日
十
人
に
制
限
し
た
が
、
一
日
当

た
り
の
製
作
数
は
千
三
百
枚
を
数
え
た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
ク
ダ
中
央
病
院
の
不
足
状
態
は
緩

救
急
外
来
で
あ
っ
て
も
重
症
者
治
療
室
で

あ
っ
て
も
、
全
て
の
防
護
用
具
は
一
回
で
使
い

捨
て
に
な
る
。
感
染
症
が
発
生
し
て
か
ら
防
護

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
使
用
は
大
幅
に
増
え
、

メ
ー
カ
ー
は
供
給
に
応
じ
切
れ
な
く
な
り
、
品

薄
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
価
格
も
三
リ
ン

ギ
ッ
ト(

約
七
十
八
円)
か
ら
十
六
～
二
十
リ
ン

ギ
ッ
ト(

約
四
百
十
六
円
～
五
百
二
十
円)

に

値
上
り
し
た
。

防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
は
お
金
が
有
っ
て

も
買
え
な
い
ほ
ど
の
「
ヒ
ッ
ト
」
商
品
と
な
り
、

荘
医
師
も
心
配
で
な
ら
な
か
っ
た
。
病
院
の
医

療
関
係
者
は
仕
事
の
合
間
に
、
透
明
な
フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ル
ド
を
手
作
業
で
製
作
し
て
い
た
が
、

供
給
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
慈
済
に
応
援
を
求

●
荘
医
師
（
右
か
ら
１
人
目
）
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
ス

テ
ー
プ
ラ
ー
、
接
着
剤
、
ス
ポ
ン
ジ
、
粘
着
テ
ー
プ
、
透

明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
改
良
さ
れ
た
防
護

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
製
作
し
て
い
た
。
支
部
以
外
で
は
、

少
人
数
の
近
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
流

れ
作
業
で
分
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
自
ら
工
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
製
作
に
提
供
し
て
い
た
。

（
写
真
提
供
・
慈
済
ク
ダ
ー
支
部
）
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防
護
が
一
層
増
え
れ
ば
、

よ
り
安
心
で
あ
る

三
月
二
十
五
日
の
夕
方
、
慈
済
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
梁

リ
ャ
ン

佩ペ
イ

君ジ
ュ
ンさ

ん
が
中
央
病
院
に
防

護
服
の
サ
ン
プ
ル
を
も
ら
い
に
行
っ
た
時
、

そ
こ
で
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
用
ミ
シ
ン
を

病
院
に
持
ち
込
み
、
靴
カ
バ
ー
や
キ
ャ
ッ
プ

な
ど
の
保
護
用
具
を
応
急
的
に
製
作
し
て
い

る
の
を
見
て
、
心
を
動
か
さ
れ
た
。

　病
院
か
ら
サ
ン
プ
ル
と
材
料
を
受
け
取
っ

た
後
、
ク
ル
ア
ン
市
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

歯
科
医
院
か
ら
、
「
ス
タ
ッ
フ
が
感
染
を
恐
れ

て
出
勤
し
な
い
た
め
、
既
に
十
四
日
間
も
診
療

を
停
止
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
再
開
で
き
る

よ
う
、
慈
済
か
ら
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を

提
供
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

電
話
を
受
け
取
っ
た
。

防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
受
け
取
っ
た
医

師
た
ち
は
感
激
し
、
何
度
も
お
礼
を
言
っ
た
。

「
人
を
助
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
か
つ
徹
底

的
に
助
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
慈
済
人
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
強
力
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
證
厳
法
師
の
言
葉
を
荘
医
師
は
伝

え
た
。

れ
な
い
か
と
電
話
で
聞
い
た
。
荘
医
師
は
、
そ

の
保
健
所
が
遠
隔
地
に
あ
っ
て
往
復
に
相
当
な

時
間
が
掛
か
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
一
度
に
百

枚
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
他
の
政
府
系
保
健

所
も
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
が
必
要
な
ら
地

域
や
人
種
、
数
量
を
問
わ
ず
慈
済
は
無
制
限
に

供
給
す
る
と
伝
え
た
。

そ
れ
以
後
、
政
府
系
保
健
所
の
関
係
者
か
ら

防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
作
り
方
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
た
め
、
慈
済
ク
ダ
支

部
の
撮
影
チ
ー
ム
は
製
作
過
程
を
撮
影
し
て

配
信
し
紹
介
し
た
。

あ
る
日
、
荘
医
師
は
個
人
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

れ
た
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
安
心
し
て
静
思

堂
で
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
作
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

慈
済
が
中
央
病
院
に
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル

ド
を
寄
付
し
た
と
い
う
善
行
は
、
瞬
く
間
に
市

中
に
広
ま
っ
た
。
多
く
の
政
府
系
診
療
所
や
民

間
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
の
治
療
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ウ

イ
ル
ス
は
相
手
を
選
ば
な
い
た
め
、
誰
が
感
染

者
か
判
別
出
来
な
い
状
況
下
で
は
医
療
関
係
者

は
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
政
府
の
保
健
所
に
勤
め
て
い
る
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
慈
済
に
、
同
僚
の
た
め
に
三
十

枚
の
防
護
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
く

文
・
鍾
詠
名
、
劉
寶
聆

（
マ
ラ
ッ
カ
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

写
真
の
提
供
・
鍾
詠
名
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は
直
ち
に
製
作
過
程
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の

仕
事
を
受
け
持
っ
た
徐

シ
ュ
ー

國グ
オ

貞ジ
ェ
ンさ

ん
は
翌
朝
早
速
、
自

分
の
縫
製
工
場
か
ら
数
人

の
従
業
員
を
動
員
し
て
生

産
チ
ー
ム
に
参
加
し
た
。
職

人
の
徐
さ
ん
は
「
初
め
て
国

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
の

で
す
。
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は

め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
防
護
服
で
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
保
護
す
る

ガ
ー
ド
を
も
う
一
層
厚
く
し
て
、
よ
り
一
層
安
心
し
て
も
ら
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
心
境
を
語
っ
た
。

　サ
イ
ズ
の
計
算
か
ら
型
紙
作
り
、
裁
断
、
縁
取
り
、
縫
製
、
包
装

ま
で
八
時
間
で
百
三
十
二
枚
が
完
成
し
、
一
日
の
う
ち
に
防
護
服
の

最
初
の
ロ
ッ
ト
が
納
入
さ
れ
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
を
高
め
た
。

                                                （(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

（
撮
影
・
蕭
耀
華
）
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厳
し
い
規
制
で
感
染
症
に
功
を
奏
す
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
街
で
は
、
外
出
し
て
散
歩
す
る
際
は
一
人
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
大
勢
で
の
集
会
に
は
三
千
八
百
ユ
ー
ロ
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
一
方
、「
覆
面
禁
止
法
」
が
緩
和
さ
れ

て
マ
ス
ク
着
用
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
様
々
な
規
制
が
明
ら
か
に
感
染
拡
大
に
功
を
奏
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
は
全
世

界
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
八
百
万
ほ
ど
の
人
口
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
隣
国
イ
タ
リ
ア
の
高
感
染
者
数
、
高
致
死

率
の
影
響
を
受
け
、
一
万
四
千
人
を
超
す
感
染

者
が
出
た
。
三
月
中
旬
、
政
府
は
、
銀
行
・
薬
局
・

郵
便
局
・
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
を
除
き
、
商

文
、
撮
影
・
游
月
英
（
ウ
ィ
ー
ン
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
庄
司
惠
子

店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
営
業
を
一
律
休
業
に
す
る
規
定
を
設
け
た
。

住
民
は
で
き
る
限
り
外
出
を
自
粛
し
、
散
歩
は

一
人
で
す
る
よ
う
に
制
限
さ
れ
、
二
人
で
あ
れ

ば
家
族
で
あ
る
証
明
書
類
を
持
参
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
二
千
一
百
八
十

ユ
ー
ロ
（
約
二
十
五
万
二
千
六
百
円
）
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
、
大
勢
で
の
集
会
に
は
、
三
千
八
百

ユ
ー
ロ
（
約
四
十
四
万
円
）
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
。
厳
し
い
規
制
の
下
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の

三
週
目
、
感
染
拡
大
が
緩
や
か
に
な
っ
て
き
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
感
染
防
止
対
策
は
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
先
駆
け
、
国
境
の
封
鎖
、

イ
タ
リ
ア
へ
入
国
す
る
列
車
の
運
行
停
止
・
交

通
規
制
・
外
出
禁
止
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
残
念

な
こ
と
は
「
覆
面
禁
止
法
」
と
い
う
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
法
律
規
制
で
、
公
共
の
場
所
で
は
正
当

な
理
由
な
く
し
て
顔
を
隠
す
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
警
察
に
見
つ
か
る
と
、
一
五
〇
ユ
ー
ロ
（
約

一
万
八
千
円
）
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。
病
気

が
理
由
で
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合
、
医
師
の

証
明
書
を
持
ち
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
マ
ス
ク
着
用
の
習
慣
が
な

い
た
め
、
感
染
症
の
ピ
ー
ク
時
で
も
、
街
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
人
は
数

え
る
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ
た
。
私
た
ち
華
人
は

皆
マ
ス
ク
を
用
意
し
て
い
た
が
、
初
め
の
頃
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
勇
気
が
な
か
っ
た
。
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
が
施
行
さ
れ
る
と
、
や
っ
と
マ
ス
ク

を
着
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
当

局
も
、
三
月
末
よ
り
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う

住
民
に
呼
び
か
け
始
め
た
。

誰
も
が
自
宅
待
機
し
て
い
る
間
、
私
は
丁
度

引
っ
越
し
の
最
中
で
、
毎
日
の
外
出
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
人
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

他
者
と
の
距
離
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
や
は
り
心
中
で
は
ひ
ど
く
心
配
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に
人
々
が
行
列
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
を

見
て
、
よ
う
や
く
マ
ス
ク
を
購
入
し
始
め
た
。

台
湾
の
家
族
と
心
が
繋
が
っ
て
い
た
の
か
、
私

は
毎
日
外
に
出
て
、
薬
局
を
探
し
て
は
、
マ
ス

ク
を
購
入
し
た
。
だ
が
ど
ん
な
に
薬
局
を
回
っ

て
も
、
一
枚
も
買
え
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

あ
る
日
、
地
下
鉄
の
駅
を
出
る
と
、
家
庭
用

品
を
販
売
す
る
店
が
目
に
入
り
、
「
つ
い
に
マ

ス
ク
を
見
つ
け
た
！
」
と
、
小
躍
り
し
た
。
そ

の
時
、
花
蓮
静
思
精
舎
の
師
匠
や
、
慈
済
基
金

会
宗
教
処
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
を
思
い
出
し
た
。

脳
裏
に
は
、
證
厳
法
師
の
「
行
動
す
れ
ば
そ
れ

で
良
い
」
と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
び
、
即
座

に
マ
ス
ク
を
精
舎
に
送
付
し
た
い
と
い
う
思
い

に
か
ら
れ
た
。
友
人
三
人
と
二
人
の
師ス

ー

姐ジ
エ

の
お

か
げ
で
千
枚
の
マ
ス
ク
が
入
手
で
き
、
無
事
台

湾
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
月
末
、
病
院
で
血
液
検
査
を
終
え
、
家
路

に
向
か
う
た
め
に
車
を
待
っ
て
い
た
時
、
近
く

に
一
軒
の
薬
局
を
見
か
け
た
。
店
に
入
る
と
、

薬
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
二
種
類
の
高
性
能
マ
ス
ク

を
見
せ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
を

選
ぶ
と
、
薬
局
ス
タ
ッ
フ
は
い
く
つ
買
う
の

か
と
尋
ね
た
。
値
段
が
高
い
マ
ス
ク
だ
か
ら
、

三
十
枚
も
あ
れ
ば
い
い
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、

ス
タ
ッ
フ
は
安
く
す
る
と
言
い
出
し
、
電
卓
を

取
り
出
す
と
本
当
に
安
い
値
段
を
見
せ
て
く
れ

た
。
思
い
が
け
な
い
幸
運
に
出
会
い
、
私
は
さ

ら
に
三
十
枚
追
加
し
、
合
計
六
十
枚
購
入
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
生
の
半
分
を
過
ご
し
て
き

●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
は
１
万
４
千
人
を
超
え
た
。
一
年

を
通
し
て
観
光
客
で
溢
れ
か
え
る
ウ
ィ
ー
ン
だ
が
、
４
月
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
て

し
ま
っ
た
。

だ
っ
た
。
更
に
困
っ
た

の
は
、
感
染
症
で
都
市

が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
、

引
っ
越
し
業
者
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、

自
分
で
ゆ
っ
く
り
運
ぶ
し

か
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

周
囲
の
友
人
は
一
月
に

は
マ
ス
ク
を
購
入
し
始
め

た
。
だ
が
当
時
の
私
は
と

い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
積
極

的
で
は
な
か
っ
た
が
、
台

湾
で
感
染
者
が
出
た
の
で

マ
ス
ク
を
購
入
す
る
た
め
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た
が
、
商
店
で
値
段
の
交
渉
を
し
た
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た
。
思
い
も
寄
ら
ず
、
そ
の
薬
局

は
自
分
か
ら
値
引
き
を
申
し
出
て
く
れ
た
の
だ
。

二
日
後
、
あ
る
友
人
が
、
い
く
ら
薬
局
を
回
っ

て
も
マ
ス
ク
が
買
え
な
か
っ
た
と
言
っ
た
の
で
、

私
は
彼
女
を
連
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
街
を
出
て
、
マ

ス
ク
を
購
入
し
に
あ
の
薬
局
へ
行
っ
た
。
奇
遇

な
こ
と
に
、
一
昨
日
と
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
段

ボ
ー
ル
箱
を
取
り
出
し
、「
こ
れ
だ
け
し
か
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
全
部
買
わ
れ
ま
す
か
」
と
聞

い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
値
上
が
り
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
、
私
は
一
昨
日
の
レ
シ
ー
ト
を
見

せ
る
と
、
仕
方
な
さ
そ
う
に
そ
の
値
段
で
譲
っ

て
く
れ
、
そ
の
場
で
百
二
十
枚
を
購
入
し
た
。

そ
の
後
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
と
、

私
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
マ
ス
ク
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

わ
た
し
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

多
く
の
人
が
マ
ス
ク
を
備
蓄
し
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
一
つ
一
つ
マ
ス

ク
を
送
っ
た
。
町
の
診
療
所
に
も
送
っ
た
。
マ

ス
ク
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
す
る
人

の
様
子
を
知
っ
て
、
私
は
こ
の
上
な
い
喜
び
を

感
じ
た
。
正
に
「
与
え
る
こ
と
は
、
与
え
ら
れ

る
よ
り
も
福
が
あ
る
」
と
い
う
体
験
を
し
た
。

静
思
語
に
曰
く
、
「
人
生
が
他
人
に
必
要
と
さ

れ
、
能
力
を
他
人
の
た
め
に
奉
仕
で
き
る
の
は
、

最
も
幸
福
な
人
生
で
あ
る
」
、
「
真
の
喜
び
と
は

執
着
を
な
く
し
た
清
ら
か
さ
と
安
ら
ぎ
、
喜
び

で
あ
る
」
。(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

会
え
な
い
日
々

イ
ギ
リ
ス

外
出
自
粛
中
な
の
に
、
以
前
よ
り
も
お
互
い
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
手
作
り
の
布

マ
ス
ク
を
贈
り
物
に
す
る
こ
と
で
、
住
民
同
士
の
交
流
が
増
え
た
。
私
た
ち
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー

リ
ー
や
美
味
し
い
料
理
を
分
か
ち
合
い
、
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
共
に
菜
食
を
呼
び
か
け
た
。

私
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
車
で
二
時
間
ほ
ど
離

れ
た
イ
ギ
リ
ス
中
部
ウ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー

州
に
あ
る
マ
ル
バ
ー
ン
と
い
う
町
に
住
ん
で
い

る
。
今
年
二
月
中
旬
、
イ
ギ
リ
ス
中
部
は
二
度

も
猛
烈
な
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
私
た
ち
は

被
災
状
況
の
視
察
と
共
に
、
被
災
者
を
見
舞
っ

た
。
そ
の
三
週
間
後
、
急
速
な
勢
い
で
新
型
コ

文
・
王
素
真
（
マ
ル
バ
ー
ン
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
庄
司
惠
子

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
蔓
延
し
、

暫
く
の
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
慈
善
活
動
に

「
ス
ト
ッ
プ
」
が
か
け
ら
れ
た
。
同
時
に
、
外

出
及
び
集
団
活
動
へ
の
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
結
果
、
水
害
支
援
も
一
段
落
を
告
げ
た
。

ス
ー
パ
ー
の
食
品
と
日
用
品
は
、
不
安
と
恐

怖
に
か
ら
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
た
。
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イ
ギ
リ
ス
は
、
突
然
の
ウ
ィ
ル
ス
到
来
に
不

意
を
突
か
れ
、
一
部
の
学
校
で
は
教
員
に
感
染

者
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
学
級
閉
鎖

に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
学
生
の
多

く
は
マ
ス
ク
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
層
不
安
を
掻

き
立
て
ら
れ
た
。
ア
ジ
ア
出
身
の
学
生
が
故
郷

の
両
親
に
助
け
を
求
め
、
そ
の
両
親
が
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
援
を
求
め
る
例
も
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
留
学
生
の
健
康
と
学
校
生
活
状

況
に
関
心
を
寄
せ
、
規
定
方
法
に
沿
っ
て
報
告

す
る
と
同
時
に
、
最
前
線
で
働
い
て
い
る
医
療

パ
人
に
マ
ス
ク
着
用
習
慣
が
な
い
こ
と
に
懸
念

を
抱
か
せ
た
。

三
月
十
九
日
、
私
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
た
際
、
普
段
な
ら
こ

の
時
刻
に
な
る
と
、
学
校
帰
り
の
子
供
連
れ
の

人
を
よ
く
見
か
け
た
も
の
だ
が
、
そ
の
日
は
数

え
る
ほ
ど
僅
な
年
配
客
が
諦
め
き
っ
た
顔
を
し

て
、
売
り
切
れ
て
空
に
な
っ
た
保
存
食
品
・
缶

詰
・
冷
凍
食
品
の
棚
の
間
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
姿
を
見
か
け
た
だ
け
だ
っ
た
。

三
月
二
十
三
日
午
後
八
時
半
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

英
首
相
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
宣
言
し
た
。
だ

が
、
そ
れ
は
商
店
の
営
業
停
止
に
限
ら
れ
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
こ
と

は
で
き
、
在
宅
勤
務
で
外
出
を
自
粛
し
た
り
、

集
会
を
控
え
た
り
す
れ
ば
、
人
々
の
行
動
は
ま

だ
か
な
り
自
由
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

●
４
枚
重
ね
の
手
作
り
マ
ス
ク
。
王
素
真
さ
ん
は
一
度
に
大

量
の
布
を
カ
ッ
ト
し
て
は
縫
い
合
わ
せ
、
包
装
し
て
は
郵
送

し
た
り
、
ご
近
所
の
人
々
が
取
り
に
来
れ
る
よ
う
、
ド
ア
の

外
に
置
い
て
お
い
た
り
し
た
。
（
撮
影
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
）

(

撮
影
・
王
素
真
）
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ス
タ
ッ
フ
も
支
援
し
た
。
と
い
う
の
も
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
職
場
で
は
医
療
用
マ
ス
ク
が
配
布
さ

れ
る
が
、
一
旦
家
に
帰
れ
ば
、
買
物
の
際
に
着

け
る
マ
ス
ク
す
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
っ

た
か
ら
だ
。

私
は
外
出
自
粛
期
間
を
利
用
し
て
、
布
マ
ス

ク
作
り
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
生
前
、
私
の
母

は
仕
立
屋
だ
っ
た
。
亡
く
な
っ
て
二
十
二
年
に

な
る
が
、
母
が
く
れ
た
一
番
素
晴
ら
し
い
贈
り

物
は
裁
縫
の
腕
前
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
職
業
を

受
け
継
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
母
が
残
し
た

切
れ
端
を
取
り
出
し
て
は
手
作
り
で
贈
り
物
を

作
っ
て
い
た
。
願
え
ば
叶
う
も
の
で
、
今
回
も

良
い
縁
に
巡
り
合
え
た
。
二
十
二
年
間
眠
っ

て
い
た
接
着
芯
は
丁
度
、
布
マ
ス
ク
を
作
る
の

に
適
し
て
い
た
。
そ
れ
は
医
師
や
白
衣
の
天
使

た
ち
を
励
ま
す
だ
け
で
な
く
、
母
の
功
徳
を
引

き
継
い
で
衆
生
を
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

第
一
回
目
の
布
マ
ス
ク
の
贈
り
物
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
住
む
友
人
の
お
姉
さ
ん
に
送
ら
れ

た
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
の
病
院
で
働
い
て
い
る

が
、
病
院
に
マ
ス
ク
が
な
い
た
め
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
も
心
配
し
て
い
た
の
だ
。
マ
ス

ク
を
送
る
と
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ク
ル
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
そ
の
こ
と
を

シ
ェ
ア
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
す
る

間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
マ
ス
ク
着
用
を
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
布
マ
ス
ク
は
何
回
も
使
用

で
き
る
こ
と
か
ら
環
境
保
全
に
繋
が
る
の
で
、

使
い
捨
て
の
医
療
用
マ
ス
ク
は
最
前
線
で
働
く

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
残
し
て
あ
げ
る
よ
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

そ
の
結
果
、
思
い
も
よ
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
住
民
た
ち
が
次
々
と
布
マ
ス
ク
を
求

め
、
百
件
近
く
も
の
注
文
を
受
け
た
。
布
マ
ス

ク
が
届
い
た
人
た
ち
も
、
喜
ば
し
い
評
価
や
嬉

し
い
コ
メ
ン
ト
を
残
し
た
り
、
進
ん
で
募
金
を

し
た
り
し
た
。
市
議
会
議
員
で
も
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
慈
善
機
構
で
働
く
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
は
、
布

マ
ス
ク
が
届
い
た
こ
と
に
大
喜
び
し
た
だ
け
で

な
く
、
添
え
て
あ
る
「
静
思
語
カ
ー
ド
」
に
も

心
を
動
か
さ
れ
、
す
ぐ
さ
ま
友
人
に
こ
の
こ
と

を
伝
え
た
。

も
っ
と
感
動
的
な
こ
と
は
、
こ
の
動
き
が
バ

タ
フ
ラ
イ
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
私
は
隣
町
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら
電
話
で
布
マ
ス

ク
の
作
り
方
を
請
わ
れ
た
た
め
、
サ
ン
プ
ル
と

作
り
方
を
届
け
た
。
そ
の
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
マ
ス
ク
作
り
を
広
め
て
お
年
寄
り
た
ち
に
提

供
す
る
と
言
っ
た
。

介
護
師
を
し
て
い
る
友
人
に
布
マ
ス
ク
と
医

療
用
マ
ス
ク
を
送
る
と
、
と
て
も
喜
ば
れ
た
。

数
日
後
、
そ
の
友
人
は
症
状
が
現
れ
て
恐
怖
に

怯
え
て
い
た
が
、
家
族
四
人
に
も
互
い
に
健
康

を
守
る
よ
う
、
布
マ
ス
ク
を
送
っ
た
。

感
染
症
は
一
月
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
蔓

延
し
、
人
々
は
や
っ
と
用
心
し
始
め
た
。
大
人

数
の
集
会
活
動
は
減
り
、
正
し
い
手
洗
い
習

慣
も
身
に
付
い
た
。
留
学
生
を
見
守
る
中
で
、



試
さ
れ
る
が
、
大
切
な
の
は
、
使
う
人
の
安
全

と
安
心
を
届
け
る
こ
と
で
あ
る
。
布
マ
ス
ク
を

通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
と
の
ふ
れ
あ

い
が
増
え
た
。
新
し
い
友
人
と
出
会
い
、
共
に

慈
済
や
静
思
語
を
分
か
ち
合
い
、
菜
食
で
命
を

守
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

偶
然
に
慈
済
青
年
や
子
供
た
ち
に
巡
り
合
う
こ

と
が
で
き
、
彼
ら
を
再
び
イ
ギ
リ
ス
慈
済
と
合

流
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
慈
済
メ
ン
バ
ー
の

寄
り
添
い
が
あ
れ
ば
、
も
う
寂
し
く
な
い
。

布
マ
ス
ク
の
製
作
は
ど
ん
な
に
大
変
で
も
、

一
つ
一
つ
の
過
程
は
疎
か
に
で
き
ず
、
忍
耐
が
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台
湾
人
の
若
者
を
世
話
す
る

文
・
彭
以
臻
（
イ
ギ
リ
ス
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
　
訳
・
庄
司
惠
子

台
湾
人
留
学
生
に
贈
る
一
回
目
の
医
療
用
マ
ス
ク
は
あ
っ
と
い
う
間
に
底
を
つ
い
た
。
そ
れ

な
の
に
彼
ら
は
、「
緊
急
に
マ
ス
ク
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
先
ず
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
は
外
出
し
な
け
れ
ば
、
次
に
送
っ
て
く
れ
る
ま
で
待
て
ま
す
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、

わ
た
し
は
心
が
痛
む
と
同
時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

感
染
症
は
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が

り
、
多
く
の
国
で
感
染
者
数
が
う
な
ぎ
上
り
と

な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
留
学
生

が
一
番
多
い
国
で
、
約
四
千
人
の
台
湾
人
留
学

生
が
五
十
三
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
。

一
月
二
十
四
日
、
台
湾
は
医
療
用
マ
ス
ク
の

輸
出
禁
止
令
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

家
族
が
海
外
の
子
供
た
ち
に
マ
ス
ク
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
多
く
の
台
湾
人
留
学

生
は
マ
ス
ク
が
入
手
で
き
ず
、
中
に
は
劣
悪
な

マ
ス
ク
や
使
用
済
み
マ
ス
ク
を
買
わ
さ
れ
た
人

も
い
て
、
不
安
と
焦
り
を
感
じ
た
。

三
月
十
九
日
、
私
は
駐
英
代
表
処
に
連
絡
し
、

留
学
生
の
現
状
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、
留
学
生

に
提
供
で
き
る
ほ
ど
多
く
の
マ
ス
ク
は
な
い

と
、
や
る
せ
な
い
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
そ
れ

を
聞
い
て
私
は
、
こ
の
子
た
ち
は
今
正
に
助
け

が
必
要
な
時
な
の
だ
と
思
っ
た
。
マ
ス
ク
さ

え
あ
れ
ば
、
彼
ら
自
身
も
台
湾
に
住
む
家
族

も
安
心
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
方
法
を
探
し
て
、

先
ず
一
、三
五
〇
枚
の
マ
ス
ク
を
入
手
し
、
感

染
隔
離
者
と
帰
国
予
定
者
、
病
院
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
、
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に

贈
っ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
駐
英
代
表
処
教
育
関
係
者

が
、
各
大
学
の
台
湾
人
学
生
会
会
長
に
、
私

と
連
絡
を
取
る
よ
う
に
と
い
う
手
紙
を
出
し
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た
ち
は
我
慢
強
く
、
次
の
マ
ス
ク
を
待
っ
て
く

れ
た
。
彼
ら
は
私
に
、「
私
た
ち
よ
り
も
マ
ス

ク
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
先
に

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
外
出
さ
え
し

な
け
れ
ば
、
あ
な
た
方
の
マ
ス
ク
が
到
着
す
る

ま
で
待
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。
こ

れ
を
聞
い
て
、
わ
た
し
は
心
が
痛
む
と
同
時
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
今
回

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
、「
お
互
い
の

理
解
」
こ
そ
が
、
最
も
貴
重
な
助
け
合
い
だ
と

知
っ
た
。(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

●
ロ
ン
ド
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
彭
以
臻
さ
ん
が
、
提
供
さ

れ
た
台
湾
人
学
生
リ
ス
ト
と
住
所
を
も
と
に
、
自
宅
で
マ

ス
ク
を
包
装
し
送
付
の
準
備
を
し
て
い
た
。

一
刻
も
早
く
よ
り
多
く
の
マ
ス
ク
を
入
手
し
、

彼
ら
の
窮
地
を
打
破
し
た
い
と
思
っ
た
。

一
部
の
学
生
は
、
慈
済
が
彼
ら
に
マ
ス
ク
を

配
送
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
心
が
落
ち
着
き
、

感
謝
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
も
、「
私

た
ち
は
皆
家
族
で
す
。
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
苦
境
も
必
ず
終
わ
り
が
来
る
で
し
ょ
う
」

と
応
え
た
。
心
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
感
染
症

に
対
す
る
最
も
良
い
心
構
え
な
の
だ
。

基
準
に
合
格
し
た
マ
ス
ク
を
入
手
し
た
く
て

も
、
感
染
症
が
蔓
延
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
れ

も
困
難
だ
っ
た
。
一
回
目
の
マ
ス
ク
は
す
ぐ
に

送
り
終
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
台
湾
人
留
学
生

て
く
れ
た
。

初
日
か
ら
二
十
の
大
学
か
ら
返
事
が
届
い

た
。
手
紙
に
は
、
謝
意
と
共
に
マ
ス
ク
の
受
け

取
り
手
順
に
つ
い
て
の
質
問
が
書
か
れ
て
お

り
、
私
は
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。

 

（
撮
影
・
梁
欣
伶
）
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慈
済
の
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
で
空
間
の
隔
た
り
が
取
り
除
か
れ
た
め
、
自
宅
待
機
し
て
自
主
健

康
管
理
を
行
な
っ
た
二
十
二
日
間
、
私
は
毎
日
、
時
間
を
無
駄
に
過
ご
す
こ
と
な
く
、
健
康
管

理
す
る
と
共
に
智
慧
と
い
う
心
の
糧
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

聞
・
思
・
修

◎
文
・
郭
慮
聞
（
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

仏
法
を
よ
く
学
び
、
心
に
染
み
わ
た
ら
せ
、
し
っ
か
り
と
実
行
す
る
！

月
十
三
日
に
緊
急
事
態
を
発
令
し
、
必
要
不
可

欠
な
場
合
を
除
い
て
自
宅
か
ら
外
出
す
る
こ
と

を
禁
止
し
た
。
当
日
、
ア
メ
リ
カ
の
感
染
確
定

者
数
は
二
千
八
百
五
十
人
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
だ
け
で
三
百
六
十
四
人
だ
っ
た
。

昨
年
七
月
早
々
か
ら
私
は
今
年
三
月
三
十

日
に
台
湾
へ
帰
国
す
る
航
空
券
を
予
約

し
て
い
た
。
し
か
し
思
い
も
よ
ら
ず
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
拡
大
し
た
こ
と
か

ら
ア
メ
リ
カ
・
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
は
三

自
宅
待
機
を
終
え
て

私
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長
引
く
こ
と
を

心
配
し
、
予
定
通
り
台
湾
に
戻
り
、
花
蓮
で
慈

済
五
十
四
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
。
丸
二
日
間
掛
け
て
直
接
航
空
会
社

に
席
を
予
約
し
、
予
定
よ
り
一
週
間
早
い
三
月

二
十
四
日
の
便
で
台
湾
に
着
い
た
。

台
湾
の
規
定
に
よ
り
三
月
十
九
日
以
降
の
入

国
者
は
十
四
日
間
、
自
宅
待
機
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
私
は
空
港
で
、
基
隆
市
八
堵
に

あ
る
義
理
の
妹
の
新
居
の
住
所
を
登
録
し
、
直

ち
に
防
疫
専
用
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
車
内
で
家

に
到
着
す
る
前
に
区
の
幹
事
よ
り
電
話
が
入

り
、
以
降
の
十
四
日
間
は
毎
日
電
話
で
私
の
動

向
を
追
跡
す
る
こ
と
と
健
康
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
を
伝
え
て
き
た
。

台
湾
に
到
着
し
た
そ
の
日
、
ア
メ
リ
カ
の
感

染
者
数
が
既
に
五
万
五
千
人
に
達
し
て
い
た
こ

と
は
予
想
外
だ
っ
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
だ

け
で
二
千
六
百
人
近
く
に
上
り
、
そ
の
半
月
後

に
は
十
倍
以
上
に
な
っ
た
。　

こ
れ
ほ
ど
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
者
が
増
え

る
と
は
全
く
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
、

飛
行
機
を
降
り
た
時
か
ら
の
桃
園
国
際
空
港
内

の
一
連
の
防
疫
措
置
、
厳
格
な
規
制
、
そ
し
て

私
と
接
触
す
る
人
た
ち
の
極
度
に
緊
張
し
て
強

張
っ
た
表
情
の
す
べ
て
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
と

は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
は
慣
れ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
突
然
私
に
接
触
す
る
人
た

撮
影
・
陳
誼
謙　

訳
・
惟
明
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と
祝
福
が
私
の
十
四
日
間
の
自
宅
待
機
に
付
き

添
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
感
謝

し
た
い
の
は
三
月
二
十
八
日
か
ら
一
般
に
開
放

さ
れ
た
「
慈
済
精
進
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
」
だ
。

家
に
い
て
も
以
前
静
思
精
舎
で
『
法
華
経
』
の

礼
拝
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
会
で
法
師
の
開
示
を

聞
い
た
時
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
敬
虔
な
心

で
祈
れ
ば
、
感
染
症
早
期
終
息
の
願
は
諸
仏
に

届
く
、
と
い
う
法
師
の
教
え
を
私
は
固
く
信
じ

て
お
り
、
温
か
み
と
安
心
を
感
じ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
台
湾
に
戻
っ
て
こ
の
文
章
を

書
き
終
え
る
ま
で
二
十
五
日
か
か
り
、
昨
日
、

『
法
華
経
』
二
十
八
品
（
ほ
ん
）
を
円
満
に
礼
拝

し
終
え
た
。
空
間
の
隔
た
り
を
無
化
し
た
現
代

の
科
学
技
術
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
私
は
自
宅
待
機
と
自

主
健
康
管
理
を
し
て
い
た
二
十
二

日
間
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
健

康
な
ま
ま
で
智
慧
と
い
う
心
の
糧

を
満
喫
で
き
た
の
で
あ
る
。

無
常
の
ウ
イ
ル
ス
だ
が
、
今
ま

で
に
な
い
ほ
ど
の
規
模
で
世
界
中

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
同
時
に
勉
強
会
に
参
加
で
き
る

と
い
う
新
た
な
契
機
を
見
出
し

た
。
こ
れ
に
は
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て

い
る
。
こ
こ
で
法
師
の
健
康
を
祈
り
、
法
輪
が
回
り
続
け
、

果
て
し
な
く
幸
福
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

ち
を
恐
が
ら
せ
て
し
ま
う
と
い
う
実
に
悪
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
帰
国
し
た
こ
と
を
悔
ん
だ
。
私
は

不
安
と
共
に
少
し
孤
立
感
を
感
じ
た
。

あ
る
晩
、
突
然
ド
ア
の
ベ
ル
が
鳴
り
、
町
長

が
慰
問
品
を
一
杯
詰
め
た
袋
を
持
っ
て
見
舞
い

に
来
て
く
れ
た
。
開
け
て
み
る
と
、
中
に
は
慈

済
の
安
心
祝
福
パ
ッ
ク
も
入
っ
て
い
た
。
證
厳

法
師
か
ら
の
お
見
舞
い
と
祝
福
の
手
紙
を
見
つ

け
た
の
で
、
そ
れ
を
読
む
と
一
日
中
続
い
て
い

た
不
安
な
気
持
ち
が
和
ら
い
だ
。

安
心
祝
福
袋
の
中
に
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
防

疫
ヘ
ル
ス
ケ
ア
用
品
、
法
師
の
著
作
で
あ
る
『
静

思
語
』
と
『
過
関
（
難
関
を
乗
り
越
え
る
）
』

と
い
う
本
が
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
贈
り
物
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◎
文
・
伍
卉
苓
（
シ
ン
ガ
ー
ル
在
住
の
栄
養
士
）　

訳
・
心
嫈

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

す
る
中
で
、
人
と
接
す
る
時
は
一
定
の

距
離
を
保
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
免
疫
力
に
悪
影
響
を
与
え
る
揚

げ
物
や
甘
い
物
に
対
し
て
私
た
ち
は

「
距
離
」
を
保
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
平
素
、
野
菜
や
果
物
を
食
べ
た
が

ら
な
い
人
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
距
離

を
縮
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

友
人
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
、
母
親

の
薬
を
買
う
た
め
薬
局
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
健
康
食
品
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
類
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
置
か
れ
て

い
た
棚
が
ほ
と
ん
ど
空
だ
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
投
稿
で
は
「
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
や
プ
ロ
テ
イ
ン
パ
ウ
ダ
ー
、
カ
ロ
テ
ン
、

ニ
ン
ニ
ク
エ
キ
ス
及
び
そ
の
他
の
栄
養
サ
プ
リ

メ
ン
ト
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
ー
１
９
）
の
感
染
予
防
に
効
能
が
あ
る
」
と

か
、
そ
の
た
め
在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
早
く
買
い
求
め
る
よ
う
呼
び
か
け
、
買
わ
な

い
と
後
悔
す
る
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
投
稿
に
対
し
て
何
百
も
の
人
が
「
い

い
ね
」
を
押
し
て
い
ま
す
。

私
は
栄
養
士
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
出
来
事
に

つ
い
て
自
分
の
考
え
を
書
く
責
任
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

三
度
の
食
事
か
ら
栄
養
を
取
ろ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る

中
、
人
々
は
外
出
先
で
の
感
染
を
心
配
し
ま
す
。

私
が
バ
ス
の
中
で
た
て
続
け
に
咳
を
し
た
時
、

直
ぐ
に
、
マ
ス
ク
を
し
た
乗
客
全
員
が
不
審
な

眼
差
し
を
私
に
注
い
で
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
も
治
療
薬
も
ま
だ
無
い
こ
と
を

皆
知
っ
て
お
り
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
免
疫

食
卓
上
の

防
疫
対
策

健
康
の
玉
手
箱
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力
を
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
良
好
な
状
態
に
保
つ

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
不
幸
に
し
て
感
染
し
た
と

し
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

不
安
を
抱
き
な
が
ら
、
健
康
補
助
食
品
ば
か

り
に
目
を
向
け
な
い
で
、
心
を
静
め
て
も
っ
と

広
い
角
度
か
ら
思
考
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
の
お
皿
に
盛
り
つ
け
る
と
し
て
、
ど
ん
な
食

物
が
体
の
栄
養
素
に
必
要
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
役
立
つ
の
か
を
で
す
。

今
こ
の
時
期
に
、
人
々
は
他
人
を
警
戒
し
て

一
定
の
距
離
を
保
ち
、
親
戚
や
友
人
と
会
う
時

に
抱
擁
や
握
手
し
て
い
た
の
を
拱
手
（
き
ょ
う

し
ゅ
）
に
変
え
ま
し
た
。
で
は
、
免
疫
力
に

様
々
な
色
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

様
々
な
色
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
は
、
免
疫

力
を
高
め
る
の
に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。
緑

黄
色
野
菜
類
、
例
え
ば
、
か
ら
し
菜
、
サ
イ
シ
ン

（
菜
心
）
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
で
す
。
ま
た
黄
橙

色
の
野
菜
や
果
物
で
あ
る
、
カ
ボ
チ
ャ
や
パ
プ

リ
カ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
パ
パ
イ
ア
、

オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
天
然
食
材
は
豊
富
な
β
カ
ロ

テ
ン
を
含
ん
で
い
ま
す
。
色
が
濃
い
ほ
ど
β
カ

ロ
テ
ン
の
量
も
多
く
な
り
ま
す
。
体
の
中
で
カ

ロ
テ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
な
り
、
目
や
口
腔
、

鼻
、
気
道
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し
、
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
体
内
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

負
担
を
か
け
る
揚
げ
物
や
甘
い
物
な
ど
栄
養

価
の
低
い
食
べ
物
と
は
「
距
離
」
を
置
い
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
一
方
、
普
段
、
野
菜
や
果
物

を
食
べ
た
が
ら
な
い
人
は
少
し
で
も
食
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

ピ
ン
チ
は
契
機
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
、

食
事
を
注
文
す
る
時
、
私
た
ち
は
常
に
美
味
し

い
料
理
に
目
を
向
け
ま
す
が
、
こ
の
非
常
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
「
何
が
体
に
と
っ
て
良
い
の
か
」

互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
思
考
を
変
え
て
み
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

体
の
免
疫
細
胞
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め

に
は
、
睡
眠
を
充
分
に
取
り
な
が
ら
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
方
か
ら
も
着
手
す
べ
き
な
の
で
す
。

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

 
 タ

ン
パ
ク
質
は
人
間
の
細
胞
を
構
成
す
る

主
な
栄
養
素
で
、
免
疫
系
統
は
十
分
な
タ
ン
パ

ク
質
が
あ
っ
て
初
め
て
正
常
に
作
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
も
し
極
力
避
け
る
べ
き
食
べ

物
が
あ
る
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
免
疫
力
に
負
担
を

か
け
る
、肉
類
の
加
工
食
品
や
揚
げ
物
で
し
ょ
う
。

菜
食
者
は
、
豆
類
、
ナ
ッ
ツ
類
、
豆
腐
や
干

豆
腐
な
ど
大
豆
製
品
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取

し
、
加
工
食
品
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う
す

れ
ば
、
毎
日
タ
ン
パ
ク
質
だ
け
で
な
く
、
重
要

な
ミ
ネ
ラ
ル
で
あ
る
「
亜
鉛
」
も
一
緒
に
摂
取

で
き
る
の
で
す
。
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果
物
に
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
免
疫

力
増
強
に
優
れ
て
い
ま
す
。
平
素
、
果
物
を
食
べ

る
習
慣
の
な
い
人
は
、
毎
日
、
こ
ぶ
し
大
二
、
三

個
分
の
新
鮮
な
果
物
を
摂
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

キ
ノ
コ
類

多
く
の
研
究
か
ら
、
キ
ノ
コ
は
免
疫
力
に
良

い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食
事

に
取
り
入
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
、
キ
ノ
コ
を

調
理
す
る
場
合
、
体
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

出
来
る
だ
け
油
で
揚
げ
る
調
理
法
は
避
け
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。
ス
ー
プ
に
入
れ
た
り
、
野

菜
と
一
緒
に
少
量
の
油
で
さ
っ
と
炒
め
た
り
す

る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

調
理
時
間
が
限
ら
れ
た
朝
な
ど
は
、
私
は
キ

ノ
コ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
軽
く
炒
め
て
塩
を
少
々

ふ
り
か
け
、
全
粒
粉
パ
ン
に
挟
ん
で
食
べ
て
い

ま
す
。
簡
単
で
美
味
し
い
で
す
よ
。

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
本
当
？

　
私
は
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
人
か
ら
情
報
を

受
け
取
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
中
国
武
漢

か
ら
引
き
上
げ
た
数
百
人
の
イ
ン
ド
人
が
一

人
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お

ら
ず
、
そ
れ
は
彼
ら
が
食
べ
る
カ
レ
ー
に
関
係

し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
下
の
方
に
カ

レ
ー
を
食
べ
て
予
防
す
る
よ
う
書
か
れ
て
あ

り
ま
し
た
。

カ
レ
ー
に
使
わ
れ
る
ウ
コ
ン
に
は
抗
酸
化
作

用
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
カ
レ
ー
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
で
き
る
と
言

う
報
告
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
カ
レ
ー
が
好
き

な
人
は
そ
れ
で
も
い
い
で
す
が
、
予
防
の
た
め
に

た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
う
呼
び
か
け
る
必
要
は
な

く
、
そ
れ
よ
り
、「
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
」
こ
と

が
肝
心
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
を
生
で
大
量

に
食
べ
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
対

策
に
な
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
よ
る
と
、
ニ
ン
ニ
ク
は
あ
る
程
度
の
抗
菌
作

用
を
持
つ
健
康
食
品
で
は
あ
っ
て
も
、
現
在
の

感
染
情
況
に
お
い
て
は
、
ニ
ン
ニ
ク
を
食
べ
る

と
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
く
な
る
と
い
う
科
学

的
な
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
っ
ぱ
く
し
た
時
期
に
こ
そ

心
を
平
静
に

　
今
は
正
に
人
心
に
対
す
る
試
練
の
時
で
す
。
情

報
が
多
過
ぎ
れ
ば
多
い
ほ
ど
社
会
は
乱
れ
、
正
し

い
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

少
し
で
も
考
え
方
に
偏
り
が
生
じ
れ
ば
、
心
は
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
常
軌
を
脱
し
た
行
為
に
走
り

易
く
、
人
ご
み
に
混
じ
っ
て
必
要
で
も
な
い
も
の
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を
我
先
に
と
買
い
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

分
岐
点
に
あ
る
今
、
私
は
専
門
家
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
信
じ
ま
す
。
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
、

手
で
顔
、
特
に
目
や
鼻
、
口
に
触
れ
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
で
衛
生
に
気

を
つ
け
、
し
っ
か
り
食
べ
て
よ
く
眠
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

微
生
物
に
関
す
る
絵
本
を
娘
と
一
緒
に

読
み
、
自
分
も
デ
ビ
ッ
ド
・
ク
ア
メ
ン
著

『S
p
i
l
l
o
v
e
r

㊟

』
と
い
う
本
を
買
い
求
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
人
混
み
を
で
き
る
だ
け
避

け
、
家
で
本
を
読
み
な
が
ら
平
常
心
を
保
ち
、

皆
と
一
緒
に
こ
の
非
常
事
態
を
一
歩
一
歩
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

ウ
イ
ル
ス
に
近
づ
か
な
い

・
橙
黄
色
の
野
菜
や
果
物
は
カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
て
、
目
、
口
、
鼻
、
気
道
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

こ
ま
め
に
手
を
洗
い
、
手
で
顔
、
特
に
目
や
鼻
、
口
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・

㊟
『S

p
i
l
l
o
v
e
r

‥A
n
i
m
a
l
 
i
n
f
e
c
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 

t
h
e
 
N
e
x
t
 
H
u
m
a
n
 
P
a
n
d
e
m
i
c

』(

英
語
版)

は

２
０
１
３
年
９
月
９
日
の
発
行
。

行脚の軌跡

精
緻
に
現
し
、
誠
意
を
表
現
す
る

三
月
五
日
、
上
人
は
大
愛
テ
レ
ビ
局
の
演
劇
チ
ー
ム
に
次
の
よ
う
に
開
示
し

ま
し
た
、
「
人
生
は
芝
居
の
如
く
、
芝
居
は
人
生
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
お
芝
居

で
慈
済
人
と
し
て
の
人
生
ス
ト
ー
リ
ー
を
演
じ
て
く
だ
さ
い
。
精
緻
に
そ
の
人

の
人
生
の
精
華
を
表
す
と
共
に
、
チ
ー
ム
が
精
一
杯
、
人
生
の
精
華
を
誠
意
で

以
て
視
聴
者
に
感
じ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
。

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

自
分
で
理
解
す
る

人
生
は
と
か
く
善
と
悪
の
綱
引
き
で
あ
る
が
、

重
要
な
の
は
自
分
の
選
択
で
あ
る
。
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ま
た
、
上
人
は
こ
う
注
意
を
促
し
ま
し
た
、
「
大
愛
劇
場
の
主
人
公
が
人
生
の
半

ば
で
道
を
見
失
っ
た
ド
ラ
マ
で
は
、
気
が
立
つ
と
人
と
喧
嘩
し
た
り
罵
っ
た
り

す
る
悪
い
癖
が
あ
っ
て
、
よ
く
な
い
言
動
が
出
て
き
ま
す
が
、
怒
り
立
っ
て
人

を
罵
っ
た
り
、
物
を
投
げ
て
壊
す
シ
ー
ン
を
何
日
も
続
け
て
放
映
す
れ
ば
、
視

聴
者
に
よ
く
な
い
手
本
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。

「
一
時
の
怒
り
も
や
が
て
収
ま
り
、
冷
静
に
考
え
て
懺
悔
す
る
時
が
や
っ
て
き

ま
す
。
人
生
は
と
か
く
善
悪
の
綱
引
き
で
あ
り
、
過
ち
を
犯
し
た
後
は
良
心
の

呵
責
に
苛
ま
れ
ま
す
が
、
た
だ
、
良
知
が
出
て
き
て
も
そ
れ
を
十
分
に
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
り
、
再
び
悪
因
や
悪
縁
が
現
れ
る
前
に
直
ち
に
自
分
を
改
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
繰
り
返
し
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
『
自

分
で
も
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
た
め
、
そ
う
い
う
状
況
に

な
っ
た
時
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
迷
っ
た
方
向
に
行
っ
て
し
ま
う
の
で
す
』
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
が
凡
夫
で
あ
り
、
繰
り
返
し
同
じ
道
を
歩
ん

で
し
ま
う
の
で
す
。
間
違
っ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て
、
改
め
よ
う
と
し
て
も
、

ま
た
誘
惑
に
負
け
、
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
同
じ
過
ち
を
犯
す
の
で
す
」
。

「
人
は
誰
も
が
善
良
な
本
性
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
習
気
が
環
境

に
左
右
さ
れ
、
触
れ
た
り
、
同
類
の
人
と
交
流
し
続
け
る
と
、
習
気
は
深
く
な

る
ば
か
り
で
す
。
実
は
誰
が
誰
の
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
い
う

環
境
に
入
っ
て
そ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
の
は
自
分
の
選
択
な
の
で
す
。
も

し
善
の
環
境
に
触
れ
る
縁
が
で
き
れ
ば
、
人
の
愛
と
善
を
見
て
感
動
し
、
自
ず

と
心
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
善
良
な
本
性
が
触
発
さ
れ
、
考
え
方
を
変
え
る
だ

け
で
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
結
局
は
自
分
で
道
理
を
知
る

こ
と
で
あ
り
、
誰
そ
れ
の
影
響
で
は
な
い
の
で
す
」
。

「
喜
び
を
表
わ
す
時
は
大
げ
さ
に
表
現
す
る
必
要
は
な
く
、
悲
し
い
時
も
泣
き

叫
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
上
人
は
言
い

ま
し
た
。
現
実
の
人
生
で
は
そ
れ
ほ
ど
起
伏
の
激
し
い
感
情
は
な
く
、
平
静
で

僅
か
な
動
作
で
以
っ
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
演
じ
る
人
が
役
柄
の
心
情

を
理
解
し
、
喜
怒
哀
楽
を
適
度
に
表
せ
ば
、
視
聴
者
は
共
鳴
す
る
は
ず
で
す
。
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知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
菜
食
す
る
人
口
が
増
え
れ
ば
、
地
球

の
環
境
汚
染
が
減
る
こ
と
を
明
確
な
数
値
で
表
す
の
で
す
。
そ
し
て
、
『
病
は

口
か
ら
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
今
回
の
感
染
症
を
機
会
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
の
で
す
。
菜
食
は
健
康
を
守
り
、
一
回
や
二
回
ま
た
は
数
日
で
は
な
く
、

永
久
に
変
え
な
け
れ
ば
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
言
っ
て
も
聞
き
入
れ
て
も

ら
え
な
い
な
ら
、
逆
に
誤
解
が
生
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
。

上
人
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
、
「
活
動
は
単
刀
直
入
に
重
点
的
に
話
す
べ
き

で
、
菜
食
と
感
染
症
、
菜
食
と
環
境
保
全
、
そ
し
て
一
番
大
事
な
の
は
菜
食
と

人
の
心
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
で
す
。
人
心
の
汚
染
は
大
地
に
及
び
、
大
気

を
も
汚
染
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
私
は
い
つ
も
公
に
話
し
ま
す
、
「
世
界
中
の

肉
食
の
人
に
食
べ
物
を
供
給
す
る
の
に
、
一
秒
間
に
ど
れ
だ
け
の
命
を
殺
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
世
界
七
十
七
億
人
に
食
べ
物
を
供
給
す
る
に
は
年

間
、
ど
れ
だ
け
の
動
物
を
飼
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
兆
の

位
の
数
字
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
兆
以
上
の
生
命
が
人
類
の
食
の
欲
望
の
た
め

大
愛
劇
場
が
人
に
感
動
を
与
え
、
視
聴
者
を
魅
了
し
て
こ
そ
、
慈
済
人
の
人
生

ス
ト
ー
リ
ー
は
人
心
の
浄
化
と
い
う
教
育
良
能
を
発
揮
す
る
の
で
す
。

な
ぜ
菜
食
な
の
か
？

三
月
十
四
日
、
宗
教
処
の
職
員
が
ア
ジ
ア
や
欧
米
で
の
感
染
症
の
状
況
と
各

地
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
疫
行
動
及
び
菜
食
の
勧
誘
に
関
す
る
心
温

ま
る
話
を
報
告
し
ま
し
た
。
菜
食
の
勧
誘
は
肉
食
す
る
人
に
対
す
る
も
の
で
、

元
々
、
菜
食
し
て
い
る
人
に
勧
め
て
も
、
新
た
に
菜
食
を
始
め
る
こ
と
に
何
の

役
に
も
立
た
な
い
、
と
上
人
は
強
調
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
苦
労
し
て

呼
び
か
け
て
も
、
何
日
や
一
週
間
に
一
回
と
か
一
カ
月
に
二
日
間
だ
け
菜
食
す

る
の
で
は
実
際
、
徒
労
と
時
間
の
浪
費
で
あ
り
、
菜
食
の
勧
誘
の
目
的
を
果
た

し
て
い
ま
せ
ん
。

「
私
た
ち
は
菜
食
を
呼
び
か
け
る
活
動
で
は
、
な
ぜ
菜
食
な
の
か
を
人
々
に

➡
静
思
書
軒
の
子
供
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
劉
惜
寬
が
上
人
に

菜
食
勧
誘
活
動
で
感
じ
た
こ

と
を
述
べ
た
。（
3
月
1
4
日
）
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に
飼
育
さ
れ
、
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
殺
業
が
累
積

し
、
そ
の
業
力
が
現
れ
た
時
、
逃
げ
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」
。

凌リ
ン

宛ワ
ン

琪チ
ー

師ス
ー

姊ジ
エ

が
設
計
し
た
「
デ
ー
タ
で
示
す

菜
食
の
勧
め
」
カ
ー
ド
の
絵
は
生
き
生
き
と
し

て
お
り
、
上
人
は
彼
女
の
心
し
て
描
い
た
絵
を

称
賛
し
ま
し
た
。
「
現
象
は
心
の
現
れ
で
す
。
誰

も
考
え
を
変
え
よ
う
と
せ
ず
、
食
べ
る
ば
か
り

で
は
絶
え
ず
業
を
造
り
出
し
続
け
ま
す
。
一
日

は
八
万
六
千
四
百
秒
で
す
か
ら
、
一
日
に
造
ら

れ
る
業
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
？
世
界
で
は

一
日
に
二
億
一
千
万
も
の
生
命
が
人
類
の
食
の

た
め
に
消
え
て
い
ま
す
。
悪
業
は
口
に
始
ま
り

ま
す
が
、
病
も
口
か
ら
入
り
ま
す
」
。

「
今
は
活
動
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
心
を
鎮
め

て
、
外
の
環
境
と
生
態
と
人
の
心
の
持
ち
様
が
ど

う
関
係
し
て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
過

去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
累
積
し
て
き
た
間
違
っ

た
観
念
と
行
動
が
今
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し

た
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
懺
悔
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
若
い
人
が
深
く
考
え
、
毎
日
、

ケ
ー
タ
イ
や
パ
ソ
コ
ン
の
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
友
人

に
自
分
の
気
持
ち
や
良
い
考
え
を
伝
え
る
の
で

す
。
誰
か
が
感
動
す
る
こ
と
は
、
人
心
を
浄
化
す

る
良
能
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
菜
食
や
善

の
勧
め
は
も
っ
と
速
ま
り
、
効
果
を
発
揮
で
き
る

で
し
ょ
う
」
。(

慈
済
月
刊
六
四
二
期
よ
り)

世界で
一秒間に 2443 頭、
一日に 2 億 1千万頭、
一年間に 770億頭余もの動物が
屠殺されています。
（水中生物は含まず）

国連食糧農業機関（FAO）2018 年現在の統計 「データで示す菜食の勧め」
カード  絵・凌宛琪
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皆
さ
ん
の
長
い
間
に
積
み
重
ね
て
き
た
忍
耐
強
い
奉
仕
が

少
し
ず
つ
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
良
い
発
願
を
し
、
心
と
力
、
願
と
福
が
あ
れ
ば
、

成
せ
な
い
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
の
潅
仏
会
は
、
慈
済
の
一
大
行
事

で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
た
め
、
人
々
は
互
い

に
距
離
を
保
ち
、
集
会
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
敬
虔
な
心
は
一
層
心
温
ま
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
三
節
一
体
の
潅
仏
会
の
祝
典
は
二

つ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
北
の
臨
済

護
国
禪
寺
で
仏
教
界
の
諸
長
老
が
民
衆
を
率

い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
一
方

花
蓮
静
思
精
舎
で
は
尼
僧
た
ち
が
行
い
、
実

況
中
継
で
世
界
同
時
に
灌
仏
会
が
催
さ
れ

◎
訳
・
慈
願　

絵
・
陳
九
熹

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】

妙
法
が
苦
難
を
救
う

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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ま
し
た
。
各
国
の
支
部
や
連
絡
所
、
自
宅

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ケ
ー
タ
イ
を
使
っ
て
、

六
十
二
の
国
と
地
域
で
延
べ
五
十
二
万
人
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
オ
ー
モ
ッ
ク
大
愛
村
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
三
尊
の
瑠
璃
仏
を
借
り
て
、

三
台
の
三
輪
車
に
安
置
し
、
政
府
に
許
可
を

得
て
か
ら
潅
仏
会
の
車
で
家
々
を
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
人
々
は
自
宅
に
香
炉
と
お

供
え
の
果
物
を
用
意
し
、
仏
の
車
が
家
に
到

着
す
る
と
敬
虔
に
礼
拝
し
ま
し
た
。
大
愛
村

に
は
一
、
五
〇
〇
世
帯
余
り
が
暮
ら
し
て
お

り
、
各
世
帯
に
僅
か
な
時
間
止
ま
っ
て
も
、

村
全
体
を
廻
る
の
に
三
、
四
日
は
か
か
り
ま

す
。
人
々
は
皆
、
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
感
動
し
た
の
は
、
一
頭
の
牛
が
礼

拝
し
て
い
る
光
景
で
し
た
。
二
〇
一
八
年
に

李
リ
ー

偉
ウ
エ
イ

嵩ソ
ン

居こ

士じ

が
屠
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
牛
を
買
い
取
り
、
村
民
の
ウ
ェ
シ
ー
に
絶

対
に
殺
し
て
は
な
ら
ず
、
世
話
す
る
よ
う
言

っ
て
世
話
さ
せ
ま
し
た
。
ウ
ェ
シ
ー
は
自
分

の
土
地
に
牛
小
屋
を
建
て
て
、
毎
日
世
話
し

ま
し
た
。
去
年
の
世
界
慈
済
日
に
そ
の
牛
は
、

師
匠
に
供
養
す
る
大
き
な
二
房
の
バ
ナ
ナ
を

背
中
に
括
り
付
け
、
ウ
ェ
シ
ー
と
共
に
「
朝

山
」
（
注
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

注
‥
朝
山
拝
礼
、
三
歩
毎
に
五
体
投
地
す
る

礼
拝
方
式
。

今
年
、
牛
は
背
中
に
バ
ナ
ナ
を
背
負
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
潅
仏
会
の
車
が
家
の

前
に
来
る
と
牛
は
前
足
を
折
り
曲
げ
て
礼
拝

し
た
の
で
す
。
情
け
深
い
主
人
と
そ
の
恩
を

知
る
牛
を
愛
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
五
年
、
台
風
三
十
号
（
ア
ジ
ア

名
ハ
イ
エ
ン
）
が
過
ぎ
た
後
、
慈
済
が
オ
ー

モ
ッ
ク
市
に
仮
設
住
宅
を
建
設
し
た
と
こ

ろ
、
村
民
が
元
ど
お
り
家
を
再
建
す
る
の
が

困
難
だ
っ
た
た
め
、
大
愛
村
を
恒
久
住
宅
に

し
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

な
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
出
向
い

て
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。

感
染
症
の
た
め
に
外
出
禁
止
に
な
り
、
農

家
は
野
菜
を
収
穫
し
て
も
市
場
で
売
る
こ
と

が
で
き
ず
、
生
計
が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま

し
た
。
慈
済
は
そ
れ
を
買
い
取
っ
て
生
活
に

困
っ
て
い
る
村
人
に
届
け
ま
し
た
。
大
愛
村

で
成
長
し
た
子
供
た
ち
は
既
に
慈
済
青
年
に

な
り
、
収
穫
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
世
間

に
貧
富
の
差
は
あ
っ
て
も
、
衆
生
は
平
等
で

す
。
彼
ら
の
生
活
は
豊
か
で
な
く
て
も
、
心

は
愛
に
富
み
、
安
定
し
た
心
で
互
い
に
助
け

合
っ
て
お
り
、
仲
睦
ま
じ
い
模
範
的
な
村

に
な
っ
て
い
ま
す
。

潅
仏
会
は
仏
に
甘
茶
を
か
け
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
心
に
は
元
よ
り
善
念
と
い

う
仏
性
が
備
わ
っ
て
お
り
、
常
時
、
心
中
の
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仏
が
清
浄
無
垢
の
光
り
を
発
す
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
善
良
な
生
活

に
戻
り
、
衆
生
を
護
る
愛
の
心
を
啓
発
し
、

敬
虔
な
心
が
諸
仏
に
達
す
る
よ
う
祈
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

❋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
計
り
知
れ
な
い

程
微
小
で
目
に
見
え
ず
、
掴
む
こ
と
も
出
来

ま
せ
ん
。
そ
し
て
突
然
や
っ
て
き
て
全
世
界

を
覆
い
つ
く
し
、
如
何
に
強
力
な
国
で
あ
っ

て
も
克
服
す
る
の
は
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
人
心
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、

各
国
の
医
療
従
事
者
は
緊
急
に
防
護
物
資

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
鎖
国
と
市
街
地

封
鎖
で
商
工
業
活
動
が
止
ま
り
、
貧
し
い

人
々
は
職
を
失
い
、
生
活
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

衆
生
に
困
難
が
あ
れ
ば
、
慈
済
人
は
直
ち

に
関
心
を
寄
せ
ま
す
。
た
と
え
行
動
が
困
難

で
も
、
精
神
理
念
は
通
じ
、
お
金
の
あ
る
人

は
防
疫
物
資
を
買
い
、
体
力
の
あ
る
人
は
米

な
ど
の
食
糧
や
油
を
運
び
ま
し
た
。
物
資
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
生
活
が
安
定
す
れ
ば
、

心
も
落
ち
着
き
、
社
会
は
安
定
し
ま
す
。
「
貧

し
い
人
を
支
え
る
」
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
報
告
を
聞
く
と
簡
単
そ
う

に
聞
こ
え
ま
す
が
、
安
全
距
離
を
保
っ
た
ま

ま
、
相
手
に
愛
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
何
重
に

も
難
し
い
の
で
す
。
慈
済
人
は
忍
び
な
い
心

で
以
て
、
大
愛
を
繋
い
で
互
い
を
伴
侶
と
し
、

妙
法
を
善
用
し
て
各
人
が
力
を
発
揮
す
る
こ

と
で
、
苦
難
の
人
に
尽
す
と
共
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
期
間
ず
っ
と
、
世
界
の
慈
済
人
と
視

聴
会
議
を
続
け
て
お
り
、
何
万
キ
ロ
と
離
れ

て
い
て
も
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
お
互
い
に
顔
を

見
る
こ
と
も
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
、
一
緒

に
精
進
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
科
学
技
術

に
は
そ
れ
な
り
の
「
神
通
力
」
が
あ
り
、
人

に
は
人
の
「
心
の
力
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

力
は
大
き
く
な
く
て
も
、
堅
い
信
念
が
あ
り
、

同
じ
心
、
同
じ
精
神
理
念
、
同
じ
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
す
。
心
の
力
が
揺
る
ぎ
な

い
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
残
っ

て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
成
就
す
る
で
し
ょ

う
。
皆
が
一
点
一
滴
を
積
み
重
ね
、
長
い
時

間
を
か
け
て
奉
仕
す
れ
ば
、
願
の
力
は
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

永
久
に
尽
き
な
い
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

は
、
千
変
万
化
の
神
通
力
の
こ
と
で
は
な
く
、

精
神
の
力
で
あ
る
真
の
神
通
力
で
あ
り
、
そ

の
行
動
と
言
葉
は
人
々
が
感
じ
取
れ
る
も
の

で
す
。
心
と
力
、
願
と
福
が
あ
れ
ば
、
成
し

遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
心
し
て
精
進
に
励
み
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　

(

慈
済
月
刊
六
四
三
期
よ
り)
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病
棟
で
看
護
師
た
ち
は
い
つ
も
一
人
で
表
情
が
な
く
、
窓
の
外
を
見
つ
め
て
い
る
男
性
の
患

者
を
見
か
け
、
ケ
ア
す
る
時
に
で
き
る
だ
け
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
た
。
最
初
は
一
言
二

言
の
返
事
し
か
返
っ
て
来
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
言
葉
が
増
え
、
最
後
に
は
幼
い
頃
か
ら
大
人
に

な
る
ま
で
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

四
十
歳
の
周
さ
ん
は
子
供
の
と
き
に
両
親
が
離
婚
し
、
父
親
が
食
道
癌
で
亡
く
な
っ
て
、
母
親
は

再
婚
し
た
。
異
父
兄
弟
の
妹
が
い
る
が
、
余
り
親
し
く
な
く
、
母
親
と
も
偶
に
し
か
連
絡
を
取
っ
て

い
な
か
っ
た
。

彼
は
家
庭
に
温
か
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
た
め
、
高
校
卒
業
後
、
家
を
出
て
ス
ナ
ッ
ク
で
働
い
た
。

幸
せ
の
一
枚

看
護
師
が
癌
末
期
患
者
の
願
い
を
叶
え
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
旅
行
の
写
真
を
合
成
し
、
カ
ン
ガ
ル
ー
と
一
緒
に
写
っ
て
い
る
よ
う
に
し
た
。
何
よ
り
も
、

命
の
最
期
に
念
願
の
家
族
写
真
が
完
成
し
、
家
族
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

毎
日
、
酒
を
呑
み
、
酔
っ
て
寝
、
酒
の
中
に
目
覚
め

る
と
い
う
生
活
だ
っ
た
。

数
年
前
、
突
然
人
生
は
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
悟
り
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
転
職
し
た
。
し
か

し
何
年
も
経
た
な
い
今
年
の
初
め
、
腹
部
の
痛
み
と

食
欲
が
な
い
症
状
を
覚
え
、
台
中
慈
済
病
院
で
検
査

し
た
と
こ
ろ
、
末
期
の
胃
が
ん
だ
と
分
か
っ
た
。

病
院
で
の
治
療
を
続
け
改
善
を
期
待
し
た
が
、

三
月
に
大
量
吐
血
し
て
緊
急
外
来
に
行
き
、
再
び

入
院
し
た
。
し
か
し
、
母
親
は
仕
事
が
あ
り
、
妹

も
大
学
生
で
、
付
き
添
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

い
つ
も
一
人
弱
々
し
く
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い

た
。
彼
の
生
活
に
ケ
ア
が
必
要
な
の
を
見
て
、
数

人
の
看
護
師
た
ち
は
、
「
大
丈
夫
、
あ
な
た
の
家
族

や
妹
に
な
っ
て
あ
げ
ま
す
か
ら
」
と
言
っ
た
。

命
の
贈
り
物

◎
口
述
・
許
埼
珍
（
台
中
慈
済
病
院
看
護
部
監
督
）

　
整
理
・
曾
美
雪
　
絵
・
陳
舜
芝
　
訳
・
本
諦
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同
僚
が
退
勤
し
た
後
も
、
交
替
で
二
、
三
時
間
彼
に
付
き
添
い
、
必
要
な
手
助
け

を
し
た
。
ま
た
治
療
後
は
彼
を
車
椅
子
に
載
せ
、
外
へ
散
歩
に
連
れ
て
行
っ
た
。

今
回
の
入
院
で
は
、
彼
の
病
状
は
目
に
見
え
て
悪
化
し
て
い
た
。
二
週
間
後
、

看
護
師
は
彼
に
聞
い
た
、
「
何
か
叶
え
た
い
願
望
は
あ
り
ま
す
か
？
」
彼
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
行
き
、
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
で
海
亀
を
眺
め
な
が

ら
潜
水
し
た
い
と
思
い
続
け
て
き
た
こ
と
を
話
し
た
。
海
外
旅
行
と
い
う
幸
せ
を

味
わ
い
た
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
退
院
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
子
供
の
頃
か
ら

家
族
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
一
枚
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

看
護
師
た
ち
は
彼
の
夢
を
叶
え
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
を
駆
使
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
船
に
乗
っ
た
り
、
カ
ン
ガ
ル
ー
や
、
潜
水

で
海
亀
と
楽
し
ん
で
い
る
合
成
写
真
を
作
り
、
家
族
写
真
も
作
っ
た
。

皆
で
彼
に
祝
福
カ
ー
ド
を
書
い
た
。
内
容
は
病
気
か
ら
早
く
回
復
す
る
よ
う
に

で
は
な
く
、
「
あ
な
た
が
入
院
し
て
い
る
間
、
最
後
ま
で
痛
み
が
な
い
よ
う
努
力
し

ま
す
」
と
い
う
誠
意
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
日
、
彼

の
妹
と
お
母
さ
ん
を
呼
ん
で
、
ベ
ッ
ド
脇
で
簡
単
な
生
前
告
別
式
を
行
な
っ
た
。

そ
の
日
、
彼
は
や
っ
と
お
母
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
い

時
か
ら
家
を
離
れ
、
お
母
さ
ん
と
の
関
係
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
ス
ナ
ッ
ク
で
働

く
な
ど
し
て
お
母
さ
ん
に
心
配
を
か
け
て
悲
し
ま
せ
た
こ
と
を
謝
り
、
感
謝
し
、

懺
悔
し
た
。

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
一
週
間
後
、
彼
は
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
と
っ
た
。
看

護
師
た
ち
は
家
族
と
共
に
、
ベ
ッ
ド
の
側
で
別
れ
を
告
げ
た
。
こ
ん
な
に
若
く
て

輝
い
て
い
た
命
が
、
こ
ん
な
に
早
く
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
悲

し
み
と
同
時
に
、
彼
の
人
生
の
最
後
を
共
に
歩
ん
だ
こ
と
に
い
く
ば
く
か
の
安
ら

ぎ
を
覚
え
た
。

患
者
に
付
添
う
際
に
は
、
よ
り
多
く
思
い
や
り
を
か
け
、
話
し
に
耳
を
傾
け
、

優
し
く
彼
ら
の
心
を
探
る
こ
と
が
大
切
だ
。
実
は
こ
れ
は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

患
者
も
我
々
の
努
力
を
通
し
て
そ
れ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
温
か
い
話
は

慈
済
病
院
の
様
々
な
場
所
で
起
き
て
お
り
、
誰
も
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
人
公
で
あ

り
、
作
者
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
病
院
が
そ
う
い
う
場
所
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
。
（
慈
済
月
刊
六
三
三
期
よ
り)

命
の
贈
物



●
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
首
都
フ

リ
ー
タ
ウ
ン
西
部
の
郊
外
に
て
、
ホ

テ
ル
の
窓
か
ら
見
え
る
黄
昏
時
の
海

岸
風
景
。

アフリカシエラレオネ
共和国

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

　

共
和
国
を
旅
し
て

撮
影
ノ
ー
ト

文
と
撮
影
・
蕭
耀
華　

訳
・
有
田
夏
子
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和
国
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
大
航
海
時
代
に
こ
の

地
を
「
発
見
」
し
て
以
来
、
数
々
の
貿
易
拠
点

が
こ
こ
に
築
か
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
次
第

に
貿
易
だ
け
で
な
く
、
こ
の
土
地
の
住
民
の
生

活
を
も
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

が
こ
の
土
地
の
独
立
を
認
め
た
の
は
、
六
十
年

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
貿
易
拠
点
を
築
い
た

の
は
、
主
に
こ
の
土
地
の
鉱
物
資
源
と
森
林
資

源
に
目
を
つ
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

労
働
力
の
輸
出
が
彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
て

い
く
。
彼
ら
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
各
地
で
奴
隷

と
な
る
黒
人
を
捕
ら
え
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
輸

窓
を
開
け
れ
ば
、
静
か
な
黄
昏
の
海
辺
に

心
を
慰
め
ら
れ
る
。
ご
く
普
通
の
海
岸

リ
ゾ
ー
ト
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
シ
エ
ラ
レ
オ

ネ
共
和
国
の
首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
（F

r
e
e
t
o
w
n

）

の
西
部
に
あ
る
小
さ
な
丘
の
上
の
ホ
テ
ル
か
ら

見
え
る
景
色
だ
。
こ
の
景
色
を
楽
し
む
た
め
の

対
価
は
一
日
あ
た
り
一
六
〇
米
ド
ル
の
宿
代
。

決
し
て
安
い
金
額
で
は
な
い
。
こ
れ
が
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
の
人
々
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
お
金

で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
ホ

テ
ル
を
出
て
街
を
歩
い
て
み
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
。

西
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共

●
首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
青
少
年
更
生
施
設
で
、
施

設
の
人
々
の
飼
っ
て
い
る
猿
が
狭
い
空
間
を
不
安
そ
う
に

動
き
回
っ
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
ま
る
で
施
設
の
子
供
た

ち
の
心
情
を
、
そ
し
て
狭
い
市
街
地
１
３
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
密
集
し
て
暮
ら
す
住
民
百
万
人
の
心
情
を
も
映
し

出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

出
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
奴
隷
制
度
廃
止
運
動
の

高
ま
り
を
受
け
、
一
七
八
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
か

ら
最
初
の
一
団
と
し
て
約
四
百
人
の
黒
人
た
ち

が
こ
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
海
岸
へ
戻
っ
て
来

た
。
彼
ら
は
既
に
奴
隷
で
は
な
く
、
自
由
の
身

分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
居
住
地
が
フ

リ
ー
タ
ウ
ン
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
フ
リ
ー
タ
ウ

ン
は
そ
の
後
、
次
第
に
人
口
が
増
え
て
シ
エ
ラ



2020・779 慈済ものがたり 78

Republic of
 Sierra Leone

お
よ
そ
何
人
か
？
あ
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
シ

エ
ラ
レ
オ
ネ
の
女
性
が
一
生
の
間
に
出
産
す
る

子
供
は
平
均
５
人
、
平
均
出
産
年
齢
は
十
九
歳

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
し
て
み

れ
ば
、
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
を
お
お
む
ね
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
小
規
模
経
済
活
動
は
、
外
国
人
の
、

特
に
写
真
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
は
、
魅
力
的

な
異
国
情
緒
に
映
る
。
だ
が
、
頭
上
運
搬
に
頼

る
商
業
形
態
が
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
全
体
の

経
済
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
。
市
場
経

済
の
研
究
者
で
は
な
い
私
が
安
易
に
結
論
を
出

す
こ
と
は
控
え
た
い
が
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を

仕
方
な
く
送
る
人
々
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
い

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
数
本
の
バ
ナ
ナ
か
ら
炭
酸
飲

料
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
き
粉
、
く
た
び
れ
た
靴
、

も
ろ
も
ろ
の
台
所
用
品
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
日

用
品
な
ど
何
で
も
あ
る
。
思
い
つ
く
物
や
必
要

な
も
の
は
何
で
も
、
彼
ら
の
頭
上
か
ら
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
い
。

一
家
の
生
計
を
頭
に
載
せ
た
行
商
と
い
う
小

規
模
経
済
活
動
が
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
経
済
の
主
流

な
の
だ
。
炭
酸
飲
料
を
売
る
住
民
に
「
商
売
は

い
か
が
で
す
か
？
ど
の
く
ら
い
稼
げ
る
の
で
す

か
？
」
と
尋
ね
て
み
る
と
、
一
日
に
約
２
米
ド

ル
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
お
小
遣

い
稼
ぎ
で
は
な
く
、
家
族
を
養
う
た
め
の
お
金

だ
と
い
う
。
で
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
は

タ
ウ
ン
市
内
の
面
積
わ
ず
か
十
三
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
中
心
街
に
密
集
し
て
住
ん
で
い

る
の
だ
か
ら
、
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
生
活
が

も
た
ら
す
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
は
想
像
に
難

く
な
い
。

頭
に
商
品
を
載
せ
て
　

行
商
で
生
計
を
立
て
る
人
々

フ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
街
で
は
、
大
通
り
も

脇
道
も
交
通
量
が
多
く
、
行
き
交
う
人
の
に
ぎ

や
か
な
声
が
絶
え
な
い
。
人
々
は
頭
の
上
に
商

品
を
載
せ
て
通
り
を
歩
き
な
が
ら
声
を
上
げ
て

物
を
売
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
売
っ
て
い
る
も
の

レ
オ
ネ
共
和
国
の
首
都
と
な
っ
た
が
、
そ
の
地

名
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
用
い
ら
れ
続
け
て

い
る
。
し
か
し
、
中
国
語
に
よ
る
表
記
が
従
来

の
「
自
由
鎮
（
自
由
の
町
）
」
か
ら
「
自
由
城

（
自
由
の
都
市
）
」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
の
は
、

お
そ
ら
く
当
時
の
翻
訳
者
た
ち
が
一
国
の
首
都

と
し
て
「
鎮
（
町
）
」
と
い
う
字
を
用
い
る
こ

と
に
違
和
感
を
覚
え
、
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
「
城
（
都
市
）
」
と
い
う
字
を

用
い
る
こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
四
百
名
の
自
由
を
得
た
黒
人
の
集

落
と
し
て
始
ま
っ
た
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
は
、
い

ま
や
人
口
百
万
人
以
上
を
擁
す
る
立
派
な
都

市
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
百
万
人
が
フ
リ
ー
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う
こ
と
は
、
労
働
人
口
の
大
い
な
る
無
駄
を
意

味
し
、
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
活
用
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
感
じ
る
。

住
民
が
こ
の
よ
う
に
し
て
生
計
を
立
て
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
の
税
収
に
も
影
響
が

あ
る
は
ず
だ
。
医
療
、
教
育
、
住
居
、
道
路
、

水
道
や
電
気
と
い
っ
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
た
め
の
建
設
を
行
お
う
に
も
、
お
の
ず
と
力

不
足
と
な
ろ
う
。

生
活
は
苦
し
く
　
自
分
だ
け
が
頼
り

フ
リ
ー
タ
ウ
ン
を
一
通
り
歩
い
て
み
る

と
、
そ
の
よ
う
な
課
題
が
容
易
に
見
え
て
く

る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
一
九
一
二
年

に
建
設
さ
れ
た
コ
ノ
ー
ト
病
院
（C

o
n
n
a
u
g
h
t
 

H
o
s
p
i
t
a
l

）
に
入
る
と
、
医
療
設
備
が
古
く
、

器
材
も
不
足
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
数
年

前
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
全
国
で

四
台
し
か
な
い
腎
臓
透
析
装
置
が
こ
の
病
院

に
あ
る
が
、
現
在
も
稼
働
で
き
る
の
は
一
台

だ
け
で
あ
る
。

患
者
は
多
い
が
、
病
床
や
医
師
が
不
足
し
て

●
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
街
角
で
、
獲
っ
た
魚
を
頭
に
の
せ
て

売
る
女
性
。 
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ら
満
た
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
公
衆
衛
生
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
福
祉
制
度
に
至
っ
て
は

い
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
長
い
道
の
り
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
政
府
の
官
僚
で
す
ら
答
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

苦
難
を
見
つ
め
、
逃
げ
出
さ
な
い

台
湾
の
二
倍
ほ
ど
の
面
積
の
こ
の
国
は
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
金
、
チ
タ
ン
が
産
出
さ
れ
る
が
、

七
百
万
人
の
人
々
は
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

医
療
が
不
足
し
、
教
育
が
行
き
渡
ら
ず
、
こ

れ
と
い
っ
た
公
共
施
設
も
な
い
。
国
の
制
度
や

効
率
の
問
題
な
の
か
、
人
的
な
要
因
な
の
か
、

は
た
ま
た
よ
そ
者
に
は
見
え
な
い
問
題
で
も
あ

る
の
か
。
お
そ
ら
く
数
週
間
滞
在
し
た
だ
け
の

外
国
人
で
は
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
窓
の
外
を
眺
め
る
と
、
あ

の
穏
や
か
な
海
辺
が
見
え
る
。
外
か
ら
持
ち

帰
っ
た
ざ
わ
つ
い
た
気
持
ち
は
、
徐
々
に
収
ま
っ

て
い
っ
た
。
百
六
十
米
ド
ル
の
宿
代
と
引
き
換

え
に
こ
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
街
角

の
喧
騒
や
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
る
住
民
の
姿

を
思
い
出
す
と
、
少
し
罪
悪
感
を
感
じ
た
。
だ

が
、
こ
れ
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
シ

エ
ラ
レ
オ
ネ
の
ホ
テ
ル
代
は
い
ず
れ
も
百
ド
ル

い
る
。
満
足
な
も
の
は
何
も
な
く
、
全
て
が

不
足
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

二
〇
一
八
年
十
二
月
、
全
国
の
医
師
に
よ
る
ス

ト
ラ
イ
キ
を
も
た
ら
し
た
。
医
師
た
ち
の
要
求

は
、
職
場
環
境
と
給
与
の
改
善
、
そ
し
て
医
療

器
材
の
追
加
購
入
で
あ
っ
た
。
十
三
日
間
の
ス

ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環

境
で
得
ら
れ
る
医
療
の
品
質
が
い
か
な
る
も
の

か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
コ
ノ
ー
ト
病
院

は
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
最
大
の
病
院
で
あ

る
。
国
営
レ
ベ
ル
の
病
院
が
こ
の
有
り
様
な
の

だ
か
ら
、
他
の
地
方
病
院
に
つ
い
て
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
人
々
は
病
気
に
な
っ
て
も
自
分
に

頼
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

教
育
の
状
況
も
、
医
療
と
似
た
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
に
は
無
償
の

九
年
間
の
義
務
教
育
制
度
が
あ
る
が
、
資
金

や
学
校
、
教
師
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
理
想
が
本
当
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

過
去
を
振
り
返
れ
ば
、
内
戦
で
全
国
の

千
二
百
七
十
カ
所
の
小
学
校
が
破
壊
さ
れ
、

二
〇
〇
一
年
の
内
戦
終
結
時
に
は
全
国
の
学
齢

児
童
の
六
十
七
％
が
学
校
に
通
え
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
現
在
の
状
況
は
多
少
改
善
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
教
育
に
望
ま
れ
る
最
低
条
件
す
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道
支
援
と
物
資
配
付
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
過
去
の
内
戦
、
そ
れ
に
続
く
エ
ボ
ラ

出
血
熱
の
流
行
、
そ
し
て
こ
こ
一
年
間
に
発
生

し
た
数
々
の
天
災
が
彼
ら
に
与
え
る
苦
し
み
を

少
し
で
も
和
ら
げ
る
よ
う
、
助
け
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
は
、
慈
済
人
に
と
っ

て
の
福
田
で
あ
る
。
こ
の
福
田
は
と
て
も
大
き

い
た
め
、
実
り
の
日
を
迎
え
る
の
は
い
つ
に
な

る
か
、
私
に
も
分
か
ら
な
い
。
だ
が
確
か
な
の

は
、
慈
済
人
は
力
を
惜
し
む
こ
と
な
く
こ
の
福

田
を
耕
し
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
理

由
は
明
ら
か
で
、
人
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
が
相
場
と
な
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
は
外
国

人
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
現
地
の

人
々
を
対
象
に
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
を
訪
れ
る
外
国
人
の
目
的

は
、
基
本
的
に
は
観
光
で
は
な
い
。
ホ
テ
ル
の

主
な
客
層
は
、
商
売
の
チ
ャ
ン
ス
を
探
り
に
来

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
、
人
道
支
援
活
動
の
た

め
に
訪
れ
る
外
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
な
ど
で
あ

る
。
私
も
自
費
で
休
暇
を
取
っ
て
や
っ
て
来
た

慈
済
基
金
会
の
師
兄
や
師
姐
と
共
に
、
台
湾
か

ら
一
万
三
千
八
百
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
以
上
も
離
れ

た
世
界
で
最
も
貧
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
の
国

で
、
何
が
で
き
る
か
考
え
た
。

慈
済
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
に
対
す
る
人

人
通
り
が
絶
え
な
い
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
の

中
心
街
で
、
青
空
市
場
が
賑
わ
っ
て
い

た
。
六
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支

配
が
終
了
し
た
当
時
の
郵
便
ポ
ス
ト
が

そ
の
ま
ま
街
中
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
都
市
の
停
滞
を
意
味
し
て
い
る
。

時
が
止
ま
っ
た
　
都
市
の
光
景
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首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
小
さ
な
土
地
に
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の

全
人
口
の
七
分
の
一
が
生
活
し
て
い
る
。
生
活
の
ス
ト
レ
ス
の
大
き

さ
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
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フ
リ
ー
タ
ウ
ン
、
そ
し
て
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共

和
国
な
ら
ど
こ
で
も
、
頭
に
商
品
を
載
せ
て

売
り
歩
く
人
々
に
出
会
う
。
彼
ら
は
常
に
街

中
を
移
動
し
な
が
ら
、
自
分
で
客
を
探
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
彼
ら
の
生
き
る

道
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
個
人
単
位
の
超
小

型
ビ
ジ
ネ
ス
が
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
主

な
民
間
経
済
の
一
面
を
担
い
、
住
民
は
こ
れ

で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

庶
民
経
済
の
中
心
は
　

街
の
行
商
人
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2

3

首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
コ
ノ
ー
ト
病

院
の
外
に
、
足
を
怪
我
し
た
老
人
が
地
面

に
座
り
込
ん
で
休
ん
で
い
た
。

国
営
コ
ノ
ー
ト
病
院
で
今
も
使
わ
れ
て
い

る
ベ
ッ
ド
。

「
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）
」
の
感
染
予
防
を
呼
び
か
け
る
大
き

な
看
板
は
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
ど

こ
で
も
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

隣
り
合
わ
せ
の
危
機

蝕
ま
れ
る
健
康

1

123
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●
小
児
麻
痺
の
患
者
が
よ
ろ
め
き
、
杖
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
厳
し
い
人
生
を
歩
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
り
ふ
れ
た
日
常
生
活
の
映
像
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
「
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
医
療
と
公
衆
衛
生
面
に
は
、
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
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子
供
が
５
人
い
る
と
い
う
３
８
歳
の
婦
人
。
子
供
の
数
は
シ
エ
ラ
レ
オ

ネ
共
和
国
の
出
生
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
に
合
致
し
て
い
る
。
腕
に
抱

い
て
い
る
２
人
、
後
方
左
右
の
２
人
、
そ
し
て
最
後
列
右
端
に
立
っ
て

両
手
を
胸
の
前
で
交
差
し
て
い
る
ス
カ
ー
ト
を
穿
い
た
女
の
子
が
彼
女

の
子
供
た
ち
。

生
き
る
た
め
の
試
練
は
生
ま
れ
た
瞬
間
に
始
ま
る
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●
食
器
で
雨
を
し
の
ぎ
な
が
ら
、
慈
済
の

炊
き
出
し
を
待
っ
て
い
る
子
供
た
ち
。

国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
の

２
０
１
０
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
共
和
国
は
出
産
時
に
死
亡
す
る

女
性
の
数
が
世
界
で
５
番
目
に
多
く
、

２
０
１
４
年
の
統
計
で
は
、
児
童
死
亡
率

が
世
界
で
１
１
番
目
で
あ
っ
た
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
で
は
内
戦
中

に
１
２
７
０
カ
所
の
小
学
校
が
破

壊
さ
れ
た
。
内
戦
が
終
結
し
た
今
で

も
、
教
育
環
境
は
十
分
に
は
復
旧
し

て
い
な
い
。
こ
れ
は
フ
リ
ー
タ
ウ
ン

の
西
部
（W

estern A
rea

）
に
あ
る

グ
ラ
フ
ト
ン
下
肢
切
断
者
キ
ャ
ン
プ

（G
rafton Am

putee Cam
p

）
の
傍

に
あ
る
小
学
校
の
一
室
。

義
務
教
育
と
は
い
え

何
も
な
い
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ト
ン
ボ
地
区
の
あ
る
小
学
校
で
、
子
供
た
ち
が
授
業
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
私

立
学
校
の
校
舎
は
捨
て
ら
れ
た
倉
庫
を
使
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
全
部
で
７
ク

ラ
ス
、
約
１
０
０
〜
１
５
０
名
の
子
供
た
ち
が
ひ
し
め
い
て
い
た
。
教
室
は
木

板
や
不
繊
布
な
ど
の
回
収
品
を
利
用
し
て
区
切
ら
れ
、
照
明
や
空
調
な
ど
の
設

備
は
な
い
。
百
名
余
り
の
子
供
た
ち
が
狭
い
場
所
に
集
ま
っ
て
受
け
る
授
業
の

質
や
学
習
の
成
果
が
い
か
な
る
も
の
か
、
想
像
に
難
く
な
い
。
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首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
、
ク
ル
ー

ベ
イ
地
区
の
海
辺
に
あ
る
貧
困

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
お
よ
そ

サ
ッ
カ
ー
場
の
２
、
３
倍
ほ
ど

の
大
き
さ
だ
。
６
万
人
が
生
活

す
る
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は

水
や
電
気
が
不
足
し
、
衛
生
環

境
は
ひ
ど
く
、
人
が
活
動
で
き

る
場
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
シ

エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
民
衆
の

居
住
環
境
を
最
も
反
映
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

貧
困
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

出
口
は
見
え
な
い
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貧
民
地
区
で
は
、
若
者
は
す
る
こ
と
が

な
く
、
無
為
に
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
の
失
業
率

は
高
く
、
仕
事
は
少
な
い
。
若
者
た
ち

は
生
活
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
ず
、

苦
し
み
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
こ

と
が
、
人
々
や
社
会
に
も
か
な
り
の
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

物
資
配
付
の
過
程
で
、
青
少
年
更
生
施

設
（Approved School W

ellington 
and Life Line

）
を
訪
問
し
た
慈
済
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
。
か
つ
て
過
ち
を

犯
し
た
子
供
た
ち
が
職
業
訓
練
の
機
会

を
得
て
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
手
話

を
用
い
て
願
っ
た
。

貧
困
と
病
に

慈
済
は
寄
り
添
う



2020・7105 慈済ものがたり 104

Republic of
 Sierra Leone

南
部
州
の
ボ
ー
地
区
に
あ
る
ポ
ー
ル
盲
学
校
（Paul School for the 

Blind
）
に
て
、
二
人
の
失
明
し
た
少
女
達
が
言
葉
と
体
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
遊
ん
で
い
た
。
当
校
は
極
貧
の
家
庭
の
学
童
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
慈
済
は
現
地
の
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ラ
ン
イ
基
金
会

を
通
じ
て
、
当
校
の
床
板
や
壊
れ
た
ベ
ッ
ド
を
補
修
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。

（
慈
済
月
刊
六
三
九
期
よ
り)
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０
６
・
０
１

慈
済
大
記
事
六
月
　

…
…
…
…
…
…
…

訳
・
済
運

◎
慈
済
高
雄
市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
読
書
会
は
英
語
の
同
時
通
訳
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

た
。
チ
ー
ム
は
高
雄
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ
、
週
単

位
で
夫
々
が
通
訳
を
行
う
も
の
で
、
本
日
が
第
１
日
目
で
あ
る
。

０
６
・
０
４

ボ
リ
ビ
ア
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
４
日
、
サ
ン
タ
ク
ル
ス
市
の
２
軒
の
市
立
病

院
に
呼
吸
器
を
届
け
た
。
６
日
に
は
慈
済
基
金
会
に
よ
る
当
国
へ
の
第
３
回
医
療

支
援
物
資
が
サ
ン
タ
ク
ル
ス
市
政
府
と
モ
ン
テ
ロ
市
の
病
院
に
贈
ら
れ
る
。

０
６
・
０
３

０
６
・
０
５

◎
慈
済
基
金
会
は
ネ
パ
ー
ル
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援

で
、
本
日
、
マ
ス
ク
と
手
袋
、
防
護
服
及
び
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
物
資
を
現
地

政
府
に
寄
贈
し
た
。

慈
済
大
学
模
擬
医
学
セ
ン
タ
ー
で
１
日
か
ら
４
日
ま
で
台
湾
口
腔
顔
面
外
科
学

会
、
脊
椎
内
視
鏡
学
会
、
血
液
外
科
学
会
に
よ
る
合
同
課
程
が
行
わ
れ
る
。
本
日
、

８
名
の
無
言
の
良
師
の
起
用
式
典
が
催
さ
れ
、
１
１
７
名
の
医
師
が
参
加
し
て

１
８
項
目
に
わ
た
る
模
擬
手
術
が
行
わ
れ
た
。
５
日
は
葬
儀
と
感
謝
追
悼
会
及

び
入
龕
式
典
が
行
わ
れ
る
。

◎
慈
済
基
金
会
は
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
、
ア
イ
シ
ヤ
モ
ス
リ
ン
婦
女
会
、
ア
ジ

ア
気
候
変
動
連
盟
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
立
大
学
な
ど
と
共
同
で
、
世
界
環
境
の
日

に
国
際
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
討
論
会
を
催
し
、
「
信
仰
の
見
解
、
行
動
力
」
と
題
し

て
自
然
生
態
を
取
り
戻
す
方
法
を
探
求
す
る
。
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０
６
・
０
６

０
６
・
１
３

０
６
・
１
０

慈
済
大
学
は
２
０
１
９
年
度
の
卒
業
式
を
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
措
置
と
し
て
静
思
堂
で
開
幕
式
と
授
与
式
が
行
わ
れ
、
各
学
部
が

１
６
の
式
場
に
分
か
れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
参
加
し
、
教
授
た
ち
が
卒
業
証

書
の
授
与
と
角
帽
の
タ
ッ
セ
ル
を
左
に
移
す
儀
式
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
慈
済

韓
国
支
部
で
は
台
湾
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
生
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
卒
業
式
を
行
な
っ
た
。

０
６
・
０
９

◎
慈
済
基
金
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
措
置
と
し
て
本
日
、
額
体
温
計

◎
慈
済
基
金
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
期
に
お
い
て
、
郵
便
配

達
員
の
防
疫
物
資
配
達
の
苦
労
に
感
謝
す
る
た
め
、
５
日
と
１
６
日
に
中
華
郵

政
台
南
及
び
高
雄
郵
便
局
に
祝
福
パ
ッ
ク
を
届
け
る
。

慈
済
基
金
会
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
気
候
技
術
セ
ン
タ
ー
、
ロ
ヨ
ラ

マ
リ
ー
マ
ウ
ン
ト
大
学
、
Ｓ
Ｈ
Ｅ
基
金
会
と
共
同
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
開
き
、

世
界
の
食
糧
危
機
と
気
候
変
動
に
関
す
る
討
論
を
行
な
っ
た
。

慈
済
基
金
会
は
第
３
回
「
Ｆ
ｕ
ｎ
広
い
視
野
で
未
来
に
立
ち
向
か
お
う
・
青
年

２
０
本
と
マ
ス
ク
１
千
個
を
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
世
界
医
師
連
盟
（
Ｍ
．
Ｄ
．
Ｍ
．
）

に
寄
贈
し
た
。

◎
慈
済
カ
ナ
ダ
支
部
は
使
い
捨
て
マ
ス
ク
１
２
万
枚
と
顔
面
防
護
シ
ー
ル
ド

４
千
枚
を
感
染
症
対
策
支
援
と
し
て
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
政
府
に

寄
贈
し
、
州
の
健
康
管
理
局
中
央
供
給
セ
ン
タ
ー
の
メ
リ
ン
ダ
・
ム
イ
副
総
裁

が
代
表
で
受
け
取
っ
た
。

０
６
・
１
３
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０
６
・
１
５

０
６
・
１
６

０
６
・
１
９

花
蓮
慈
済
病
院
は
衛
生
福
利
部
の
「
新
南
向
政
策
」
に
呼
応
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
医
療
関
連
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
血
液
腫
瘍
、
病
理
、
外
科
な
ど
異
な
っ

た
領
域
の
４
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
師
が
２
０
１
９
年
８
月
か
ら
花
蓮
慈
済
病
院

で
訓
練
を
受
け
、
本
日
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
精
英
の
種
子
論
壇
」
で
訓
練
期
間
の
経

験
と
成
果
を
発
表
し
た
。

慈
済
基
金
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
支
援
で
、
医
療
用

ゴ
ー
グ
ル
８
千
個
、
隔
離
服
１
万
６
千
２
０
０
枚
、
防
護
服
１
６
２
０
枚
、
使

い
捨
て
医
療
用
マ
ス
ク
４
万
枚
、
防
護
マ
ス
ク
８
千
個
、
手
袋
４
千
セ
ッ
ト
、
額

体
温
計
８
０
本
を
ア
フ
リ
カ
・
ス
ー
ダ
ン
の
赤
十
字
社
に
寄
贈
し
た
。
支
援
物
資

は
２
回
に
分
け
て
送
ら
れ
、
赤
十
字
社
は
６
月
１
６
日
に
全
て
を
受
領
し
た
。

試
験
運
営
を
始
め
た
。

公
益
実
践
計
画
」
で
、
台
湾
全
土
か
ら
２
１
７
チ
ー
ム
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

参
加
し
、
最
終
的
に
１
３
チ
ー
ム
が
選
抜
採
用
さ
れ
、
本
日
、
慈
済
台
北
東
区

連
絡
所
で
発
表
会
が
開
か
れ
た
。

◎
慈
済
大
学
模
擬
医
学
セ
ン
タ
ー
は
１
５
日
か
ら
１
８
日
ま
で
台
湾
頭
頸
部
腫

瘍
学
会
と
泌
尿
器
科
学
会
、
尿
失
禁
予
防
治
療
協
会
、
フ
ォ
ル
モ
サ
婦
女
泌
尿

器
科
学
会
が
一
堂
に
集
ま
り
、
１
０
４
人
の
医
師
が
８
名
の
無
言
の
良
師
の
体

か
ら
１
８
種
類
の
手
術
の
術
式
を
学
ぶ
。
１
９
日
に
葬
儀
と
感
謝
追
悼
式
及
び

入
龕
式
典
が
行
わ
れ
る
。

◎
慈
済
医
療
財
団
法
人
は
嘉
義
市
西
区
の
安
泰
ビ
ル
に
嘉
義
慈
済
診
療
所
を
設

置
し
た
。
責
任
者
は
大
林
慈
済
病
院
の
蔡
任
弼
主
任
で
、
地
域
の
基
礎
医
療
と

慢
性
医
療
及
び
長
期
ケ
ア
を
行
い
、
住
民
に
多
元
的
な
医
療
を
届
け
る
。
本
日
、



発行人   釋證厳
発行所   慈済基金会
         　〒 112 台湾台北市北投区立徳路 2 号 
編  集   慈済日本語翻訳チーム
　　　  杜張瑤珍・陳植英・黒川章子・王麗雪
電  話   (886)02-2898-9000
FAX     (886)02-2898-9994
E-mail: 021620@tzuchi.org.tw

■

慈済基金会日本支部
〒 169-0072  東京都新宿区大久保 1-2-16  
電  話  (03)3203-5651 ～ 5653
FAX    (03)3203-5674
E-mail: jptzuchi@yahoo.com.tw
　　　　tzuchi@tzuchi.jp

證厳法師のお言葉、委員や会員の体験談、慈済に関するニュ
ース等を日本の方々にお知らせする目的でこの小冊子を編集
しました。日本文への翻訳は素人である私たちがしましたの
で、不備な点や、つたないところがあると思います。ご感想
やご教示がいただければ幸いに存じます。（日文組編集同人）

２０２０年７月１５日発行・２８３号

中華郵政台北誌字第９０９號執照登記為雜誌交寄

Printed In Taiwan

本部

971 花蓮県新城郷康樂

村精舎街 88 巷 1 号

TEL:886-3-8266779/886-3-8059966

志業中心（静思堂）

970 花蓮市中央路三段 703 号

TEL:886-40510777 ＃ 4002

    0912-412-600 ＃ 4002

花蓮慈済医学センター

970 花蓮市中央路三段 707 号

TEL:886-3-8561825

玉里慈済病院

981 花蓮県玉里鎮民権街 1-1 号

TEL:886-3-8882718

関山慈済病院

956台東県関山鎮和平路125-5号

TEL:886-89-814880

大林慈済病院

622 嘉義県大林鎮民生路 2 号

TEL:886-5-2648000

台北慈済病院

231 新北市新店区建国路 289 号

TEL:886-2-66289779

台中慈済病院

427台中市潭子区豊興路一段88号

TEL:886-4-36060666

大林慈済病院

640雲林県斗六市雲林路２段２４８号

TEL:886-5-5372000

慈済大学

970 花蓮市中央路三段 701 号

TEL:886-3-8565301

台北支部 (新店静思堂 )

231新北市新店區建國路 279 号

TEL:886-2-22187770

慈済人文志業センター

112 台北市立徳路 2 号

大愛テレビ局

TEL:886-2-28989999

静思人文

TEL:886-2-28989888

アメリカ 

総支部（San Dimas）

TEL:1-909-4477799

北カリフォルニア支部

TEL:1-408-4576969

ハワイ支部（Honolulu）

TEL:1-808-7378885

カナダ

TEL:1-604-2667699

メキシコ Mexicali

TEL:1-760-7688998

ドミニカ Santo Domingo

TEL:1-809-5300972

ブラジル　Sao Paulo

TEL:55-11-55394091

イギリス London

TEL:44-20-88699864

フランス Paris

TEL:33-1-45860312

ドイツ　Hamburg

TEL:49(40)388439

オランダ　Amsterdam

TEL:31-629-577511

スウェーデン　Goteborg

TEL:46-31-227883

オーストリア　Vienna

TEL:43-1-7346988

南アフリカ　Gauteng

TEL:27-11-4503365

中国蘇州

TEL:86-512-80990980

香港

TEL:852-28937166

フィリピン Manila

TEL:63-2-7320001

タイ　Bangkok

TEL:66-2-3281161-3

ベトナム　Hochiminh

TEL:84-8-38535001

ミャンマー Yangon

TEL:95-1-541494

マレーシア 

Penang

TEL:604-2281013

Malaka

TEL:606-2810818

シンガポール 

TEL:65-65829958

インドネシア　Jakarta 

TEL:62-21-5055999

大愛テレビ局

TEL:62-21-50558889

スリランカ　Hambantota

TEL:94(0)472256422

ヨルダン　Amman 

TEL:962-6-5817305

トルコ　Istanbul

TEL:90-212-4225802

オーストラリア Sydney

TEL:61-2-98747666

ニュージーランド

Auckland

TEL:64-9-2716976

各国の連絡所



「慈済の家」にある安心できる田んぼ

　マプト市の「慈済の家」施設内にある大愛農場で、ボランティアたちが

植えた野菜がすくすく伸びていた。

　新型コロナウィルスの感染症がアフリカまで拡大している。七割の食糧

を南アフリカから輸入しているモザンビークでは、南アフリカが国境を封

鎖したため、モザンビーク国内の物資は逼迫し、物価が高騰している。ボ

ランティアは農場の耕作面積を広げることで、食糧不足に備えた。

        （文、撮影・龍嘉文  モザンビーク・マプト市  2020 年 5 月 2 日）
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